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もとやまふゆみさん
　（松之山　大清水）

広報

19913月号（Nα181）

ゆかちゃんとけんたくんと遊んでいるところ

お父さんの顔

なかじまこうくん
　　（水梨　土橋）

おおたけけんたくん
　　（町営住宅）

媒紬

総韓
、

ウルトラマンが戦いおわったところ

やしまゆかさん
　（教員住宅）
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沸
赦
轡

愈
畢

　
　
　
　
　
3
㌦
蕩
、

3

究
さ
幅

うさぎさんたちと遊んでいるの嬉
凌

ノ

▼
1
月
の
で
き
ご
と

9
U
　
議
会
建
設
委
員
会
陳
情

　
　
　
（
m
日
ま
で
）

15

H
　
湯
本
婿
投
げ
・
す
み
ぬ
り

　
　
祭

餌
口
　
国
保
運
営
委
員
会

25
H
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
報
会
、
議

28
目
　
民
生
委
H
ハ
会

　
　
農
業
委
員
会
総
会

29

H
　
転
作
連
絡
協
議
会

訓
H
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
、
長
会
議

▼
2
月
の
予
定

－
目
　
誠
会
各
委
員
会
．
r
算
説
明

　
　
会

　
　
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
発
足

2
H
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会
（
3

　
　
H
ま
で
）

4
．
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

5
H
　
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進

9
H
　
浦
田
』
口
　
，
㌧
　
（
1
1
H
ま
で
）

26
目
　
議
ム
バ
運
営
委
昌
ハ
八
ム

27

H
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒

　
　
業
式

　
　
　
　
　
編
集
後
記

小
雪
小
蛍
，
と
喜
ん
で
い
た
ら
、

一
月
末
か
ら
、
．
月
に
か
け
て
表
と

圭
っ
た
降
塘
婁
が
あ
り
、
一
．
月
一
、
日
、

っ
い
に
一
．
一
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
ま

し
た
。
　
（
役
場
前
）

　
、
や
っ
と
雪
国
松
之
山
ら
し
く

な
っ
た
な
～
」
な
ど
と
H
で
は
．
冒

っ
て
も
、
内
心
困
っ
た
と
思
っ
て

い
る
人
が
大
半
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
降
れ
ば
充
分
で
す
ね
。

　
．
平
成
』
一
年
も
一
ヵ
月
が
「
あ
っ
」

と
い
う
問
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
月
の
末
に
は
高
校
の
卒
業

式
と
、
ま
た
あ
わ
た
だ
し
い
時
期

が
や
っ
て
来
ま
す
。
カ
ゼ
な
ど
引

か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

二
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
一
、
一
、
八
四
六
（
一
）

　
男
／
一
、
八
八
七
（
一
）

　
女
／
一
、
九
κ
九
（
O
）

世
帯
数
／
一
、
一
七
六
（
一
）

（
）
内
は
一
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
二
月
号

平
成
三
年
二
月
卜
二
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
含
六
i
一
．
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

少年男子リレーのアンカーとして1位でゴールインする福原賢君

蝶搬乗、踊購繍衛瓢

瓢人も今年卒業・大

塩
沢
・
六
日
町
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
冬
季
国
民
体
育
大
会
。

新
潟
県
選
手
団
は
地
元
の
期
待

ど
お
り
男
女
総
合
優
勝
（
天
皇

杯
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

松
之
山
か
ら
出
場
し
た
福
原
・

小
野
塚
・
村
山
の
三
人
も
大
活

躍
。
総
合
優
勝
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

（
写
真
・
新
潟
日
報
社
提
供
）



ー
鵠
O
ー

ヂ

、

　　　　　　　　　じ松之山スキー競技大会

厳
し
い
寒
さ
の
中
、

　
四
十
二
回
目
を
迎
え
た
伝
統
あ

る
松
之
山
ス
キ
ー
大
会
が
、
二
月

二
日
、
三
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、

ア
ル
ペ
ン
・
距
離
競
技
に
大
勢
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
及
び
町

民
グ
ラ
ン
ド
周
辺
の
、
二
つ
の
会

場
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
た
こ
の

大
会
に
は
、
上
・
中
越
地
区
を
始

め
、
遠
く
は
埼
玉
県
か
ら
も
参
加

者
が
あ
り
、
ア
ル
ペ
ン
部
門
で
二

j・学生男子のリレー競技

　　　　　町民グランドを一斉にスタート！
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瓢
、
　
5

生
懸
命
顧
張
り
ま
し
た
糠

②

　働11

五
三
名
、
距
離
（
タ
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
競
技
）
に
は
二
九
〇

名
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
と
い
う
、

盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
事
に
天
候
に
恵
ま

れ
ず
、
大
会
本
番
の
三
口
は
激
し

い
雪
が
一
日
中
降
り
続
け
る
寒
い

日
と
な
っ
て
し
ま
い
、
選
手
や
応

援
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
厳
し
い
天

候
の
中
で
の
大
会
で
し
た
。

　
成
績
・
記
録
の
面
で
は
、
例
年

以
上
に
地
元
松
之
山
の
選
手
の
活

躍
が
あ
り
、
寒
い
中
、
一
生
懸
命

応
援
し
て
く
れ
て
い
た
皆
さ
ん
を

士
暑
ば
せ
ま
し
た
。

大
　
回
　
転

▼
小
学
校
男
ヂ
A
（
六
年
生
）

①
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）
　
　
　
5
3
秒
0
8

②
樋
口
貴
俊
（
津
南
J
R
C
）
　
　
5
6
・
38

③
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）
　
　
　
　
5
6
・
5
1

▼
小
学
校
男
壬
B
（
五
年
以
下
）

①
加
藤
　
猛
（
根
知
小
）
　
　
　
　
5
6
・
31

②
吉
垣
光
人
（
　
〃
　
）
　
　
　
　
5
8
・
7
9

③
青
木
大
輔
（
　
〃
）
　
　
　
　
　
5
8
・
91

瀞

▼
小
学
校
女
壬
A
（
六
年
生
）

①
半
戸
岨
江
（
津
南
J
R
C
）
　
　
5
9
・
7
8

②
小
野
塚
瞳
（
松
里
小
）
　
　
－
・
o
o
・
m

③
藤
木
里
江
（
津
南
J
R
C
）
1
・
0
0
・
m

▼
小
学
校
女
ヂ
B
（
五
年
生
以
ド
）

①
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）
　
　
－
・
0
0
・
82

②
津
端
美
穂
（
松
之
山
小
）
　
1
・
0
2
・
9
5

③
福
原
し
の
ぶ
（
津
南
J
R
C
）
1
・
0
3
・
1
4

▼
中
学
生
男
ヂ

①
岡
沢
　
悟
（
姫
川
中
）
　
　
　
　
5
0
・
14

②
風
巻
勇
樹
（
津
南
中
）
　
　
　
　
50
・
8
6

③
小
山
俊
之
（
松
之
山
中
）
　
　
　
5
3
・
1
6

▼
中
学
生
女
壬

①
半
戸
小
百
合
（
津
南
J
R
C
）
　
5
6
・
9
2

②
風
巻
あ
づ
み
（
　
〃
　
　
）
　
5
8
・
35

（昨年の大会スナップから）

③
高
橋
裕
美
（
津
南
J
R
C
）
1
・
0
0
・
0
8

▼
高
校
生
男
ヂ

①
村
山
　
臣
（
安
高
松
之
山
）

②
市
川
彰
次
（
松
代
高
）

■
③
小
野
塚
昭
一
（
　
〃
　
）

▼
高
校
・
成
年
女
ヂ

①
佐
藤
麻
紀
（
安
高
松
之
山
）

②
林
　
郁
江
（
戸
田
建
設
）
　
－
．

③
秋
山
泉
（
〃
　
）

▼
成
年
男
ヂ
一
部

①
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
P
C
）

②
高
橋
浩
明
（
十
日
町
市
）

③
宮
沢
正
樹
（
津
南
町
）

▼
成
年
男
壬
二
部

①
藤
ノ
木
稔
（
津
南
町
）

535150
401060

19　1655

243922
545454
32　1807

49
・
9 8

②
渡
辺
菊
夫
（
糸
魚
川
市
）

③
峯
村
浩
一
（
ス
ノ
ー
マ
ン
）

▼
成
年
男
子
三
部

①
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ウ
S
C
）

②
西
沢
久
美
（
マ
ー
シ
ュ
ゥ
ェ
ス
ト
）

5352
。　秒

2540
5854
322G

③
田
中
信
明
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
0
0
・
0
3

ス
ー
パ
ー
大
回
転

▼
小
学
校
男
子
A
組

①
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

②
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）

③
大
口
祐
樹
（
津
南
町
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
村
山
勝
則
（
松
里
小
）

②
加
藤
　
猛
（
根
知
小
）

③
青
木
大
輔
（
　
〃
　
）

▼
中
学
生
男
子

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
中
）

②
風
巻
勇
樹
（
津
南
中
）

③
岡
沢
　
悟
（
姫
川
中
）

▼
中
学
生
女
子

①
風
巻
あ
ず
み
（
津
南
中
）

②
半
戸
小
百
合
（
　
〃
　
）

③
高
橋
裕
美
（
　
〃
　
）

▼
高
校
生
男
子

①
市
川
彰
次
（
松
代
高
）

②
村
山
　
臣
（
安
高
松
之
山
）

③
小
野
塚
昭
一
（
松
代
高
）

▼
高
校
・
成
年
女
子

①
佐
藤
麻
紀
（
安
高
松
之
山
）

②
村
山
由
紀
（
　
〃
　
　
）

504948・　。　秒

058351

5251　51

309739
444444
970505

535251
998258

464545
704327

5848
7797

▼
成
年
男
ヂ
一
部

①
宮
沢
徹
也
（
安
塚
土
木
）

②
涌
井
正
之
（
武
蔵
野
市
）

③
高
橋
浩
明
（
十
日
町
市
）

▼
成
年
男
ヂ
ニ
部

①
藤
ノ
木
稔
（
津
南
町
）

②
小
林
敏
文
（
中
野
市
）

③
峯
村
浩
一
（
ス
ノ
ー
マ
ン
）

▼
成
年
男
壬
．
二
部

①
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ウ
S
C
）

②
西
沢
久
美
（
マ
ー
シ
ュ
ゥ
ェ
ス
ト
）

③
平
賀
淳
夫
（
川
崎
S
C
）

距
離
競
技

464545
219147

454343
278542

524948
7565　18

▼
小
学
生
男
ヂ
A
組
（
5
キ
ロ
）

①
山
岸
孝
史
（
安
塚
小
）
　
　
絡
分
35
秒
8

②
池
亀
亮
人
（
津
南
J
R
C
）
絡
・
35
・
9

③
梨
本
雄
三
（
牧
小
）

④
飯
塚
伸
太
郎
（
浦
田
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）

②
竹
内
寛
揮
（
浦
田
小
）

③
本
山
広
海
（
松
之
山
小
）

④
小
野
塚
英
之
（
松
里
小
）

▼
小
学
生
女
ヂ
A
組

①
三
田
村
雅
美
（
豊
原
小
）

②
高
橋
陽
子
（
莇
平
小
）

③
梨
本
珠
生
（
牧
小
）

④
佐
藤
あ
す
か
（
松
里
小
）

小
学
生
女
ヂ
B
組

①
小
野
塚
真
紀
（
東
川
小
）

1817

0556
6　6

18　18　18　16

59　49　09　42

6　8　2　9

（
3
キ
ロ
）

13　13　13　13

56　51　44　12

8　4　7　4

15

10

4

②
小
林
康
子
（
外
丸
小
）
　
　
1
5

③
中
林
美
恵
（
牧
小
）
　
　
　
馬

④
竹
内
久
美
（
浦
田
小
）
　
　
幡

▼
中
学
生
男
f
（
1
0
キ
ロ
）

0　
●
5

26　
5

29　
0

2

①
池
亀
匡
人
（
津
南
J
R
C
）
2
7
・
1
8
・
3

②
島
田
武
彦
（
　
〃
　
　
）
2
7

③
岡
　
喜
一
（
安
塚
中
）
　
　
2
8

⑥
村
山
　
亮
（
松
之
山
中
）
　
2
9

▼
中
学
校
女
子
（
5
キ
ロ
）

①
竹
内
雅
子
（
浦
田
中
）
　
　
1
8

②
富
沢
サ
ユ
リ
（
津
南
中
）
　
1
8

2405532924
・
4

●
　
－

・
3

。
5

●
　
－

③
宮
下
歌
織
（
村
立
妙
高
中
）
19
・
4
2
・
7

⑤
南
雲
有
子
（
浦
田
中
）
　
　
2
0
・
01
・
5

リ

レ

▼
小
学
生
男
子

嫌

①
牧
小
学
校
A
チ
ー
ム

②
松
里
小
学
校

③
豊
原
小
学
校

⑥
松
之
山
小
学
校

▼
小
学
校
女
‘
リ
レ
ー

①
松
里
小
学
校

②
浦
田
小
学
校

③
牧
小
学
校
A
チ
ー
ム

⑤
松
之
山
小
学
校

▼
中
学
生
男
壬
リ
レ
ー

①
津
南
J
R
C
A
チ
ー
ム

②
松
之
山
中
学
校
A

③
村
立
妙
高
中
学
校
A

▼
中
学
生
女
ヂ
リ
レ
：

①
浦
田
中
学
校

②
安
塚
中
学
校

3
遡

』
｝

5
　
　
　
．
鐸

藻
〆

ぞ’矯4

　　諭

「
瀞

’

53　52　52　51
・　。　。　分
25　32　15　07
…　　　　禾少

7　3　6　8

31　30　30　29

44　4431　56

7　2　9　3

767573
7　
・
4

14　
・
4

21　
。
9

2

5549
0556
3　4

（大厳寺高原の大会より）

艘
時
記

　
　
　
ひ
　
　
　
が
ん

”
彼
岸
”

　
春
分
の
日
を
中
心
と
し
た
七
日

問
が
「
春
の
彼
岸
」
で
、
秋
分
の

日
を
中
心
と
し
た
七
日
間
が
「
秋

の
彼
岸
」
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の

時
期
、
先
祖
の
墓
参
り
を
し
ま
す
。

　
「
彼
岸
」
は
仏
教
か
ら
来
た
言

葉
で
、
生
死
を
離
れ
た
平
安
な
悟

り
の
世
界
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
迷
い
や
苦
し
み
の
多
い

　
　
　
し
　
か
ん

現
世
を
此
岸
と
い
い
ま
す
。

　
彼
岸
に
仏
教
の
行
事
を
行
う
の

は
、
季
節
の
変
わ
り
目
だ
か
ら
と

も
い
い
、
ま
た
、
彼
岸
の
中
日
に

は
、
太
陽
が
真
西
に
沈
む
こ
と
か

ら
、
西
方
浄
土
を
思
う
た
め
だ
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

い
う
言
葉
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
場
所
に
よ
り
、
ま
た
年
に
よ

っ
て
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
た
し

か
に
こ
の
時
期
は
季
節
の
変
わ
り

め
を
感
じ
ま
す
。

③



ー
鵠
O
ー

ヂ

、

　　　　　　　　　じ松之山スキー競技大会

厳
し
い
寒
さ
の
中
、

　
四
十
二
回
目
を
迎
え
た
伝
統
あ

る
松
之
山
ス
キ
ー
大
会
が
、
二
月

二
日
、
三
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、

ア
ル
ペ
ン
・
距
離
競
技
に
大
勢
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
及
び
町

民
グ
ラ
ン
ド
周
辺
の
、
二
つ
の
会

場
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
た
こ
の

大
会
に
は
、
上
・
中
越
地
区
を
始

め
、
遠
く
は
埼
玉
県
か
ら
も
参
加

者
が
あ
り
、
ア
ル
ペ
ン
部
門
で
二

j・学生男子のリレー競技

　　　　　町民グランドを一斉にスタート！

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
、
　
5

生
懸
命
顧
張
り
ま
し
た
糠

②

　働11

五
三
名
、
距
離
（
タ
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
競
技
）
に
は
二
九
〇

名
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
と
い
う
、

盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
残
念
な
事
に
天
候
に
恵
ま

れ
ず
、
大
会
本
番
の
三
口
は
激
し

い
雪
が
一
日
中
降
り
続
け
る
寒
い

日
と
な
っ
て
し
ま
い
、
選
手
や
応

援
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
厳
し
い
天

候
の
中
で
の
大
会
で
し
た
。

　
成
績
・
記
録
の
面
で
は
、
例
年

以
上
に
地
元
松
之
山
の
選
手
の
活

躍
が
あ
り
、
寒
い
中
、
一
生
懸
命

応
援
し
て
く
れ
て
い
た
皆
さ
ん
を

士
暑
ば
せ
ま
し
た
。

大
　
回
　
転

▼
小
学
校
男
ヂ
A
（
六
年
生
）

①
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）
　
　
　
5
3
秒
0
8

②
樋
口
貴
俊
（
津
南
J
R
C
）
　
　
5
6
・
38

③
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）
　
　
　
　
5
6
・
5
1

▼
小
学
校
男
壬
B
（
五
年
以
下
）

①
加
藤
　
猛
（
根
知
小
）
　
　
　
　
5
6
・
31

②
吉
垣
光
人
（
　
〃
　
）
　
　
　
　
5
8
・
7
9

③
青
木
大
輔
（
　
〃
）
　
　
　
　
　
5
8
・
91

瀞

▼
小
学
校
女
壬
A
（
六
年
生
）

①
半
戸
岨
江
（
津
南
J
R
C
）
　
　
5
9
・
7
8

②
小
野
塚
瞳
（
松
里
小
）
　
　
－
・
o
o
・
m

③
藤
木
里
江
（
津
南
J
R
C
）
1
・
0
0
・
m

▼
小
学
校
女
ヂ
B
（
五
年
生
以
ド
）

①
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）
　
　
－
・
0
0
・
82

②
津
端
美
穂
（
松
之
山
小
）
　
1
・
0
2
・
9
5

③
福
原
し
の
ぶ
（
津
南
J
R
C
）
1
・
0
3
・
1
4

▼
中
学
生
男
ヂ

①
岡
沢
　
悟
（
姫
川
中
）
　
　
　
　
5
0
・
14

②
風
巻
勇
樹
（
津
南
中
）
　
　
　
　
50
・
8
6

③
小
山
俊
之
（
松
之
山
中
）
　
　
　
5
3
・
1
6

▼
中
学
生
女
壬

①
半
戸
小
百
合
（
津
南
J
R
C
）
　
5
6
・
9
2

②
風
巻
あ
づ
み
（
　
〃
　
　
）
　
5
8
・
35

（昨年の大会スナップから）

③
高
橋
裕
美
（
津
南
J
R
C
）
1
・
0
0
・
0
8

▼
高
校
生
男
ヂ

①
村
山
　
臣
（
安
高
松
之
山
）

②
市
川
彰
次
（
松
代
高
）

■
③
小
野
塚
昭
一
（
　
〃
　
）

▼
高
校
・
成
年
女
ヂ

①
佐
藤
麻
紀
（
安
高
松
之
山
）

②
林
　
郁
江
（
戸
田
建
設
）
　
－
．

③
秋
山
泉
（
〃
　
）

▼
成
年
男
ヂ
一
部

①
宮
崎
晃
久
（
桑
名
川
P
C
）

②
高
橋
浩
明
（
十
日
町
市
）

③
宮
沢
正
樹
（
津
南
町
）

▼
成
年
男
壬
二
部

①
藤
ノ
木
稔
（
津
南
町
）

535150
401060

19　1655

243922
545454
32　1807

49
・
9 8

②
渡
辺
菊
夫
（
糸
魚
川
市
）

③
峯
村
浩
一
（
ス
ノ
ー
マ
ン
）

▼
成
年
男
子
三
部

①
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ウ
S
C
）

②
西
沢
久
美
（
マ
ー
シ
ュ
ゥ
ェ
ス
ト
）

5352
。　秒

2540
5854
322G

③
田
中
信
明
（
桑
名
川
R
C
）
1
・
0
0
・
0
3

ス
ー
パ
ー
大
回
転

▼
小
学
校
男
子
A
組

①
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

②
佐
藤
一
登
（
松
里
小
）

③
大
口
祐
樹
（
津
南
町
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
村
山
勝
則
（
松
里
小
）

②
加
藤
　
猛
（
根
知
小
）

③
青
木
大
輔
（
　
〃
　
）

▼
中
学
生
男
子

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
中
）

②
風
巻
勇
樹
（
津
南
中
）

③
岡
沢
　
悟
（
姫
川
中
）

▼
中
学
生
女
子

①
風
巻
あ
ず
み
（
津
南
中
）

②
半
戸
小
百
合
（
　
〃
　
）

③
高
橋
裕
美
（
　
〃
　
）

▼
高
校
生
男
子

①
市
川
彰
次
（
松
代
高
）

②
村
山
　
臣
（
安
高
松
之
山
）

③
小
野
塚
昭
一
（
松
代
高
）

▼
高
校
・
成
年
女
子

①
佐
藤
麻
紀
（
安
高
松
之
山
）

②
村
山
由
紀
（
　
〃
　
　
）

504948・　。　秒

058351

5251　51

309739
444444
970505

535251
998258

464545
704327

5848
7797

▼
成
年
男
ヂ
一
部

①
宮
沢
徹
也
（
安
塚
土
木
）

②
涌
井
正
之
（
武
蔵
野
市
）

③
高
橋
浩
明
（
十
日
町
市
）

▼
成
年
男
ヂ
ニ
部

①
藤
ノ
木
稔
（
津
南
町
）

②
小
林
敏
文
（
中
野
市
）

③
峯
村
浩
一
（
ス
ノ
ー
マ
ン
）

▼
成
年
男
壬
．
二
部

①
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ウ
S
C
）

②
西
沢
久
美
（
マ
ー
シ
ュ
ゥ
ェ
ス
ト
）

③
平
賀
淳
夫
（
川
崎
S
C
）

距
離
競
技

464545
219147

454343
278542

524948
7565　18

▼
小
学
生
男
ヂ
A
組
（
5
キ
ロ
）

①
山
岸
孝
史
（
安
塚
小
）
　
　
絡
分
35
秒
8

②
池
亀
亮
人
（
津
南
J
R
C
）
絡
・
35
・
9

③
梨
本
雄
三
（
牧
小
）

④
飯
塚
伸
太
郎
（
浦
田
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）

②
竹
内
寛
揮
（
浦
田
小
）

③
本
山
広
海
（
松
之
山
小
）

④
小
野
塚
英
之
（
松
里
小
）

▼
小
学
生
女
ヂ
A
組

①
三
田
村
雅
美
（
豊
原
小
）

②
高
橋
陽
子
（
莇
平
小
）

③
梨
本
珠
生
（
牧
小
）

④
佐
藤
あ
す
か
（
松
里
小
）

小
学
生
女
ヂ
B
組

①
小
野
塚
真
紀
（
東
川
小
）

1817

0556
6　6

18　18　18　16

59　49　09　42

6　8　2　9

（
3
キ
ロ
）

13　13　13　13

56　51　44　12

8　4　7　4

15

10

4

②
小
林
康
子
（
外
丸
小
）
　
　
1
5

③
中
林
美
恵
（
牧
小
）
　
　
　
馬

④
竹
内
久
美
（
浦
田
小
）
　
　
幡

▼
中
学
生
男
f
（
1
0
キ
ロ
）

0　
●
5

26　
5

29　
0

2

①
池
亀
匡
人
（
津
南
J
R
C
）
2
7
・
1
8
・
3

②
島
田
武
彦
（
　
〃
　
　
）
2
7

③
岡
　
喜
一
（
安
塚
中
）
　
　
2
8

⑥
村
山
　
亮
（
松
之
山
中
）
　
2
9

▼
中
学
校
女
子
（
5
キ
ロ
）

①
竹
内
雅
子
（
浦
田
中
）
　
　
1
8

②
富
沢
サ
ユ
リ
（
津
南
中
）
　
1
8

2405532924
・
4

●
　
－

・
3

。
5

●
　
－

③
宮
下
歌
織
（
村
立
妙
高
中
）
19
・
4
2
・
7

⑤
南
雲
有
子
（
浦
田
中
）
　
　
2
0
・
01
・
5

リ

レ

▼
小
学
生
男
子

嫌

①
牧
小
学
校
A
チ
ー
ム

②
松
里
小
学
校

③
豊
原
小
学
校

⑥
松
之
山
小
学
校

▼
小
学
校
女
‘
リ
レ
ー

①
松
里
小
学
校

②
浦
田
小
学
校

③
牧
小
学
校
A
チ
ー
ム

⑤
松
之
山
小
学
校

▼
中
学
生
男
壬
リ
レ
ー

①
津
南
J
R
C
A
チ
ー
ム

②
松
之
山
中
学
校
A

③
村
立
妙
高
中
学
校
A

▼
中
学
生
女
ヂ
リ
レ
：

①
浦
田
中
学
校

②
安
塚
中
学
校

3
遡

』
｝

5
　
　
　
．
鐸

藻
〆

ぞ’矯4

　　諭

「
瀞

’

53　52　52　51
・　。　。　分
25　32　15　07
…　　　　禾少

7　3　6　8

31　30　30　29

44　4431　56

7　2　9　3

767573
7　
・
4

14　
・
4

21　
。
9

2

5549
0556
3　4

（大厳寺高原の大会より）

艘
時
記

　
　
　
ひ
　
　
　
が
ん

”
彼
岸
”

　
春
分
の
日
を
中
心
と
し
た
七
日

問
が
「
春
の
彼
岸
」
で
、
秋
分
の

日
を
中
心
と
し
た
七
日
間
が
「
秋

の
彼
岸
」
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の

時
期
、
先
祖
の
墓
参
り
を
し
ま
す
。

　
「
彼
岸
」
は
仏
教
か
ら
来
た
言

葉
で
、
生
死
を
離
れ
た
平
安
な
悟

り
の
世
界
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
迷
い
や
苦
し
み
の
多
い

　
　
　
し
　
か
ん

現
世
を
此
岸
と
い
い
ま
す
。

　
彼
岸
に
仏
教
の
行
事
を
行
う
の

は
、
季
節
の
変
わ
り
目
だ
か
ら
と

も
い
い
、
ま
た
、
彼
岸
の
中
日
に

は
、
太
陽
が
真
西
に
沈
む
こ
と
か

ら
、
西
方
浄
土
を
思
う
た
め
だ
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と

い
う
言
葉
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
場
所
に
よ
り
、
ま
た
年
に
よ

っ
て
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
た
し

か
に
こ
の
時
期
は
季
節
の
変
わ
り

め
を
感
じ
ま
す
。

③



ー
ト
N
O
ー

蕩

大　欝、弓ズ醗

～義，．命

融ノ即

第藤
　8’”ダ

回

迦
、
騨

ス
キ
ー
カ
ー
二

．4・プ
卿

バ
ル
　
3
月
2
4
日
開
催

み
ん
な
で
来
で
ね
！

④

　
第
八
回
の
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

場
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
・
カ
ザ
マ

カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
が
、
三
月

二
十
四
日
の
日
曜
日
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
も
し
ろ

い
企
画
を
満
載
し
て
皆
さ
ん
を
待

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
午
前
十
時
よ
り
カ
ザ
マ

カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
が
、
そ
し

て
味
の
名
店
街
で
も
一
斉
に
店
を

開
け
、
地
元
の
味
を
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
好
評
の
甘
酒
、
ラ
ビ
ッ
ト

ス
ー
プ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま

る
の
も
十
時
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
M

M
M
バ
ン
ド
」
の
演
奏
が
、
十
時

三
〇
分
と
十
二
時
三
〇
分
の
二
回

行
わ
れ
る
ほ
か
、
午
後
↓
時
か
ら

カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
出
場
出
来
ま
す
の
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
午
前
十
一
時
か
ら
は
子
供
た
ち

や
大
人
を
対
象
に
し
た
お
も
し
ろ

い
各
種
ゲ
ー
ム
・
大
会
が
始
ま
り

ま
す
。
ま
ず
幼
児
、
．
r
供
が
参
加

す
る
”
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
”
。

，
ジ
ュ
ー
ス
や
ミ
カ
ン
が
た
く
さ
ん

雪
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
次
は
、
お
馴
染
み
．
酒
一
升
早

飲
み
リ
レ
ー
”
八
人
一
組
で
巾
し

込
み
く
だ
さ
い
。
三
位
ま
で
の
方

に
賞
品
券
を
進
呈
、
一
万
円
～
四

調
，
陀

ストローに穴があいているため、なかな
か上手に飲めない“酒一升早飲みレース“

午
円
。

　
今
年
新
し
く
”
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
”
を
計
画
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン

ケ
ン
で
最
後
ま
で
勝
ち
残
っ
た
人

に
は
豪
華
な
賞
晶
が
贈
ら
れ
ま
す
。

誰
で
も
参
加
出
来
る
楽
し
い
ゲ
ー

ム
で
す
。

　
午
後
二
時
か
ら
は
賞
晶
が
大
変

豪
華
な
”
雪
L
つ
な
ひ
き
大
会
”

が
始
ま
り
ま
す
。
男
性
は
五
人
で

一
組
、
女
性
は
八
人
で
一
組
と
な

っ
て
引
き
合
う
こ
の
大
会
に
は
、

毎
回
多
く
の
ス
キ
ー
客
が
参
加
し

ま
す
。
先
着
二
〇
組
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
早
目
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

”
酒
一
升
早
飲
み
大
会
”
及
び
、

つ
な
ひ
き
大
会
へ
の
参
加
申
し
込

み
は
、
役
場
振
興
課
（
六
上
±

三
一
番
）
の
方
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
の
一

角
に
は
“
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
”

が
設
け
ら
れ
、
ソ
リ
や
タ
イ
ヤ
チ

ュ
ー
ブ
乗
り
遊
び
が
自
由
に
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
ん

ば
く
ち
び
っ
こ
大
集
合
！

　
味
の
名
店
街
で
は
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
腕
を
ふ
る
っ
た
料
理
が
沢

山
。
か
か
ほ
・
ぽ
た
も
ち
・
け
ん

ち
ん
汁
・
ち
ま
き
・
お
で
ん
・
手

打
ち
そ
ば
等
々
、
食
べ
き
れ
ま
せ

ん
。
遅
く
来
る
と
無
く
な
り
ま
す

か
ら
早
め
に
ど
う
ぞ
。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
み
ん
な
で
来
て
く
だ

さ
い
。

去年はミス雪椿の皆さんがカーニバルを

盛り上げてくれました。

冬
季
国
民
体
育
大
会
で
大
活
躍
！

福原　　賢君
小野塚和生君
敦史君村山

　
　
　
つ
一
．
団

　
ま
キ
し

勧
駕
参

・
、
・
〆
凋

　
　
，
、
、
ド
ト
諸

　
二
月
十
七
日
か
ら
四
口
問
、
南

魚
沼
郡
六
日
町
・
塩
沢
町
で
開
催

さ
れ
た
第
四
卜
六
回
冬
季
国
体
は
、

新
潟
県
チ
ー
ム
が
開
催
地
の
意
地

を
見
せ
、
非
願
の
男
女
総
合
優
勝

（
天
皇
杯
）
と
女
子
総
合
優
勝
（
皇

后
杯
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
国
体
に
出
場
し
た
安
塚
高

校
松
之
山
分
校
の
ス
キ
ー
部
員
二

人
も
、
県
選
手
団
の
一
員
と
し
て

大
奮
闘
、
総
合
優
勝
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
最
終
目
二
十
日
に
行
わ

れ
た
ア
ル
ペ
ン
大
回
転
少
年
組
に

出
場
し
た
小
野
塚
和
生
君
（
三
年
・

中
坪
親
家
）
は
、
六
十
六
番
ス
タ

ー
ト
と
い
う
悪
い
条
件
の
中
、
積

が
．
酪

．
嬢
課
　
　
薦
離
疑
誕
饒

　
　
．
㌦
，
3
認
病

　
　
　
　
　
書
。
肇
聖
F
、

1、 　』

少年男子大回転で14位と

活躍した小野塚和生君

極
的
な
滑
り
を
見
せ
、
県
勢
で
最

高
の
十
四
位
と
な
り
貴
重
な
一
点

を
獲
得
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
順

が
も
う
少
し
早
け
れ
ば
、
も
っ
と

も
っ
と
上
位
に
食
い
込
む
事
が
出

来
た
と
思
わ
れ
、
残
念
で
し
た
。

　
距
離
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
i
）

で
は
、
同
じ
く
三
年
の
福
原
賢
君

（
小
谷
上
．
干
場
）
が
出
場
。
十
八

日
の
少
年
男
子
十
五
キ
ロ
で
は
、

少
し
体
調
を
く
ず
し
て
三
〇
位
と

不
本
意
な
成
績
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
分
最
終
臼
に
行
わ

れ
た
少
年
男
子
ワ
レ
ー
（
八
キ
ロ

×
五
人
）
で
は
、
村
山
敦
史
君
（
十

口
町
高
校
三
年
・
湯
本
大
阪
屋
）

ら
と
と
も
に
出
場
。
ア
ン
カ
ー
と

し
て
ト
ッ
プ
で
リ
レ
ー
を
受
け
た

福
原
君
は
、
長
野
県
に
一
旦
抜
か

れ
た
も
の
の
激
し
い
追
い
上
げ
を

み
せ
、
再
び
追
い
抜
き
大
歓
声
が

沸
き
上
が
る
中
、
一
位
で
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。
少
年
の
リ
レ
ー
で
は

四
年
振
り
の
一
位
で
、
地
元
開
催

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
村
山
君
、

福
原
君
が
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
！

⑤
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バ
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3
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2
4
日
開
催

み
ん
な
で
来
で
ね
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第
八
回
の
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

場
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
・
カ
ザ
マ

カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
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大
会
が
、
三
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二
十
四
日
の
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に
開
催
す
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
も
し
ろ

い
企
画
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満
載
し
て
皆
さ
ん
を
待

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
午
前
十
時
よ
り
カ
ザ
マ

カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会
が
、
そ
し
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っ
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。
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M
バ
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」
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わ
れ
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か
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オ
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な
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出
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出
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ま
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の
で
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ャ
レ
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し
て
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さ
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。
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し
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ー
ム
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大
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が
始
ま
り

ま
す
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ま
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児
、
．
r
供
が
参
加

す
る
”
雪
中
宝
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が
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ゲ
ー
ム
”
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ジ
ュ
ー
ス
や
ミ
カ
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が
た
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さ
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中
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す
。
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は
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升
早

飲
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レ
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八
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巾
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で
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呈
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四

調
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陀
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円
。
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会
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華
な
賞
晶
が
贈
ら
れ
ま
す
。

誰
で
も
参
加
出
来
る
楽
し
い
ゲ
ー
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す
。
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華
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。
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。
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。
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が
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と
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、
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で
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た
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を
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に
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で
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。
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四
月
か
ら
九
、

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

今
年
の
四
月
か
ら
一
ケ
月
に
つ
き

九
、
○
○
○
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
や
障

害
な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
と

き
な
ど
に
、
年
金
を
支
給
し
て
生

活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、
年
金
の
価
値
を
社

会
情
勢
に
応
じ
た
水
準
に
保
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
が
急
速

九四

○
○
○
円
に

　
　
な
り
ま
す

に
進
む
中
で
年
金
受
給
者
が
増
加

し
、
年
金
の
支
払
い
に
要
す
る
費

用
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
年
金
額

の
引
き
上
げ
と
共
に
、
国
民
年
金

の
財
源
と
な
る
保
険
料
の
引
き
上

げ
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
の
保
険
料
の
改
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
加

入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
お
知
ら
せ
）

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
年
問

分
ま
と
め
て
納
め
る
”
前
納
制
度
”

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
が
多
少
割

り
引
き
と
な
る
こ
の
前
納
を
希
望

さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
三

月
末
H
ま
で
に
、
役
場
住
民
課
国

民
年
金
担
当
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
咋
年
ま
で
前
納
さ
れ

て
い
た
方
に
は
、
後
で
確
認
の
連

絡
を
い
た
し
ま
す
。

等で住所を移動される
、進x学）・（就

皆さん届出を忘れずに！

　
。
、
一
月
に
人
り
進
学
や
就
職
、
転

勤
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
県
内
で
も
一
番
早
い

二
月
二
十
七
H
に
卒
業
式
が
行
わ

れ
ギ
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
っ
て

郷
士
を
去
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
住
所
を
移
す
方
は
、

役
場
の
戸
籍
係
が
発
行
す
る
“
献

出
届
”
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

移
動
先
の
巾
区
町
村
役
場
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
事
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
や

国
民
年
金
に
加
人
さ
れ
て
い
た
方
、

ま
た
印
鑑
登
録
の
あ
る
方
は
、
届

出
に
来
ら
れ
る
と
き
証
書
や
登
録

証
を
役
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

鰹
牒
羅
欝
二

蕊
曇
羅
織
謹
嬰
、

盛　　　馨
　器　　　　　　蹴
櫛　　　覧　　詣

織　　　　　　‘啄

bD議rl

な
お
、
．
」
の
ほ
か
に
移
動
先
の
住

所
（
実
際
住
む
所
）
と
印
鑑
も
必

要
で
す
。

　
届
出
に
来
て
い
た
だ
く
の
は
、

実
際
松
之
山
を
出
ら
れ
る
少
し
前

二
週
問
以
内
）
く
ら
い
で
結
構

で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
r
続
き
を

済
ま
せ
て
か
ら
出
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
移
動
届
が
｛
元
全
で
な
い

と
住
所
不
定
と
な
り
、
ど
こ
に
も

住
ん
で
い
な
い
事
と
な
り
ま
す
し
、

保
険
証
も
発
行
し
て
も
ら
え
な
い

の
で
、
病
気
の
時
な
ど
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

　
免
許
証
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い

事
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
課
住

民
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。今年高校を卒業して社会人として

巣立って行く皆さん。（2月27日）

患者輸送車運行のお知らせ

※平成3年4月より患者輸送車を次の表のように運行しますので、

利用してください。なお1該当される地区には各戸ごとに運行表

　を配布いたします。

◎松里地区……（毎週火曜日）

　　「迎え」※1回目は混み合いますので2回目をご利用ください。
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診療可

10

11

12

（診療

の3匡

〃　　公　　会　　堂　　前 8：33 10：33
〃　　都　　屋　　宅　　前 8：35 10：35

農　協　松　里　支　所　前 8二37 10二37

湯　本　米屋宅前バス回転場 8二41 10：41

湯　山　公　　会　　堂　　前 8二46 10：46

〃　　清八商店宅前 8：47 10：47

松之山　診　　　療　　　所 8：52着 10：52着 回です

◎布川地区……（毎週月曜日）

上鰯池　集　会　所　前 8：35発 送　　　　　り
中　　尾　鏡ケ池入口前
藤　　倉　集　会　所　前

8二40
8：45 診療所発

　10：30

　12：00頃

（診療終了後）

の2回です

東　　川　克雪センター前 8：48
下蝦池　バ　ス　停　前 8：49
五十子平　バ　ス　停　前 8二51
橋　　詰　バ　ス　停　前 8：55
観音寺　バ　ス　停　前 8：57
松之山　診　　療　　所 9：00着

◎浦田地区…一・（毎週木曜日）

中立山　バ　ス　停　前 8：25発 坂　中　集　会　所　前 9：30発 送　　　　　り
〃　　方　　門　　橋 8：26
田麦立　集　　会　　所 8二30

豊　田　バ　ス　停　前

湯之島　旧若月商店宅前
9132
9二34 診療所発

　10二30

　12二〇〇頃

（診療終了後）

の2回です。

月　池　ポンプ舎前 8：35 上之山　克雪センター前 9：36
北浦田　岡之田宅前 8：40 新　田　柿之木宅下 9：41
西之前　集　会　所　前 8：43 曽　根　市平兵宅前 9：42
曽　根・小川屋商店宅前 8：44 黒　倉　旧　分　校　前 9：48
ノノ　　集　会　所　前 8：45 松之山　診　　療　　所 10：00着
兎　ロ　バ　ス　停　前 8二57
松之山　診　　療　　所 9：00着

⑦
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四
月
か
ら
九
、

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

今
年
の
四
月
か
ら
一
ケ
月
に
つ
き

九
、
○
○
○
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
や
障

害
な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
と

き
な
ど
に
、
年
金
を
支
給
し
て
生

活
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
た
め
、
年
金
の
価
値
を
社

会
情
勢
に
応
じ
た
水
準
に
保
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
が
急
速

九四

○
○
○
円
に

　
　
な
り
ま
す

に
進
む
中
で
年
金
受
給
者
が
増
加

し
、
年
金
の
支
払
い
に
要
す
る
費

用
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
年
金
額

の
引
き
上
げ
と
共
に
、
国
民
年
金

の
財
源
と
な
る
保
険
料
の
引
き
上

げ
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
の
保
険
料
の
改
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
加

入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
お
知
ら
せ
）

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
年
問

分
ま
と
め
て
納
め
る
”
前
納
制
度
”

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
が
多
少
割

り
引
き
と
な
る
こ
の
前
納
を
希
望

さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
三

月
末
H
ま
で
に
、
役
場
住
民
課
国

民
年
金
担
当
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
咋
年
ま
で
前
納
さ
れ

て
い
た
方
に
は
、
後
で
確
認
の
連

絡
を
い
た
し
ま
す
。

等で住所を移動される
、進x学）・（就

皆さん届出を忘れずに！

　
。
、
一
月
に
人
り
進
学
や
就
職
、
転

勤
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
県
内
で
も
一
番
早
い

二
月
二
十
七
H
に
卒
業
式
が
行
わ

れ
ギ
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
っ
て

郷
士
を
去
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
住
所
を
移
す
方
は
、

役
場
の
戸
籍
係
が
発
行
す
る
“
献

出
届
”
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、

移
動
先
の
巾
区
町
村
役
場
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
事
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
や

国
民
年
金
に
加
人
さ
れ
て
い
た
方
、

ま
た
印
鑑
登
録
の
あ
る
方
は
、
届

出
に
来
ら
れ
る
と
き
証
書
や
登
録

証
を
役
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

鰹
牒
羅
欝
二

蕊
曇
羅
織
謹
嬰
、

盛　　　馨
　器　　　　　　蹴
櫛　　　覧　　詣

織　　　　　　‘啄

bD議rl

な
お
、
．
」
の
ほ
か
に
移
動
先
の
住

所
（
実
際
住
む
所
）
と
印
鑑
も
必

要
で
す
。

　
届
出
に
来
て
い
た
だ
く
の
は
、

実
際
松
之
山
を
出
ら
れ
る
少
し
前

二
週
問
以
内
）
く
ら
い
で
結
構

で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
r
続
き
を

済
ま
せ
て
か
ら
出
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
移
動
届
が
｛
元
全
で
な
い

と
住
所
不
定
と
な
り
、
ど
こ
に
も

住
ん
で
い
な
い
事
と
な
り
ま
す
し
、

保
険
証
も
発
行
し
て
も
ら
え
な
い

の
で
、
病
気
の
時
な
ど
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

　
免
許
証
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い

事
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
課
住

民
係
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。今年高校を卒業して社会人として

巣立って行く皆さん。（2月27日）

患者輸送車運行のお知らせ

※平成3年4月より患者輸送車を次の表のように運行しますので、

利用してください。なお1該当される地区には各戸ごとに運行表

　を配布いたします。
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4
「
確
定
申
生
ロ
し

　
　
　
平
成
二
年
中
の
所
得
を
．
確
定
す

　
　
る
た
め
の
串
告
が
、
二
月
十
パ
日

　
　
よ
り
役
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
今
回
は
「
権
定
串
告
し
を
し
て
、

　
　
い
た
だ
く
方
た
ち
が
対
象
で
、
一

　
　
般
の
皆
さ
ん
の
印
告
は
税
務
係
が
・ の

シ
ー
ズ
ン
が
や
つ
で
き
』

各
部
落
に
出
向
い
て
受
付
け
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
ζ
、
知
っ
て
い
る
皆
さ

ん
自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
、
ぐ
・
、
計
算
し

て
、
申
告
、
納
税
◎
る
と
い
つ

告
納
税
制
塵
し
を
採
用
し
で
い
ま

◎
。
勤
要
な
書
類
は
早
め
に
用
愚

し
、
正
し
い
申
告
を
し
た
い
も
の

で
す
。

　
な
お
、
消
費
悦
の
由
告
と
納
悦

は
四
目
…
日
ま
で
と
な
っ
ぐ
お
り

ま
す
。

　
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
万
、
は
、
忘
れ
ず
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

役場で行われている確定申告は

　　　　あなたはもうお済みですか？

o

麟村山政光初代組合長が職員を前に発足のあいさつを行う、，

2
　
松
之
由
、
潤
川
原
、
安
琢
、
大

島
、
松
代
の
郡
内
五
つ
の
森
林
及

び
造
林
組
合
が
広
域
合
併
し
、
「
ゆ

き
ぐ
に
森
林
組
合
虹
と
し
て
二
月

㎝
日
、
圧
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
耶
内
に
お
け
る
広
域
合
併
と
し

（
は
昨
年
の
農
業
共
済
組
合
に
次

ぐ
も
の
で
、
経
営
基
盤
の
強
化
と

事
業
拡
大
が
最
大
の
目
的
ぐ
◎
。

　
ゆ
き
ぐ
、
に
森
林
組
合
の
事
務
所

は
大
、
腸
村
に
置
き
、
他
の
四
町
村

の
串
務
所
は
支
所
と
し
て
活
用
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
新
組
合
艮

に
は
松
2
山
町
森
林
組
合
長
の
村

“
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
”

山
政
光
町
長
が
、
ま
た
、
曽
務
理

事
に
は
岩
野
虎
治
大
島
森
林
組
合

艮
が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

　
．
」
の
合
併
に
よ
つ
て
“
ゆ
き
ぐ

に
森
林
組
合
”
は
、
職
目
、
数
≡
十

　
人
、
組
合
員
数
絢
、
三
、
三
〇
〇

人
、
串
業
取
扱
い
高
約
十
億
円
と

な
り
、
県
内
最
大
ク
ラ
ス
の
森
林

組
く
0
と
な
り
ま
し
た
。

　
、
」
れ
か
ら
は
各
町
村
で
取
り
扱

つ
ぐ
．
来
た
事
業
を
鮭
進
す
る
と
と

も
に
、
小
経
木
の
加
工
及
び
山
菜

川
1
禽
品
の
販
売
な
ど
に
力
を
入

れ
て
行
、
ζ
、
と
．
の
事
で
す
。

一
月

日
正
式
に
発
足

’簾

、
華
瓢
齢
群

』

熱
亭

　　　　　　　　　　　　　　　　多

㎜噸繍㌦．1

姪
一

　
の
－
嵐卜

　　　墜藩1

轍遜1
蟻烈
大島村に設けられた“ゆきぐに森林組合。

の新しい看板

3
　
県
立
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
の

第
四
〇
回
卒
業
式
が
こ
月
三
十
七

日
行
わ
れ
、
四
十
四
名
が
学
舎
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
公
豆
高
校
と
し
て
は
「

番
早
く
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
と
い

う
事
で
、
笛
年
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
も
多
く
の
報
道
入
が

い
る
中
で
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し

た
。　
高
校
の
卒
業
式
で
は
珍
し
い
晴

県
立
高
校
の
ト
ツ
ブ
を
き
つ
て
松
之
山
分
校
で
卒
業
式

天
の
中
．
午
前
十
時
よ
り
式
典
が

始
ま
り
、
中
島
大
住
校
長
か
ら
生

徒
［
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
、
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
卒
業
生

は
男
子
二
十
『
人
、
女
子
二
十
三

人
の
合
計
四
十
四
人
で
、
卒
業
後

は
進
学
・
就
職
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
中
島
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会
で
、
回
の

役
に
立
て
る
か
真
険
に
考
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
四
と
式
辞
を
述
べ
、

こ
れ
を
受
け
て
山
岸
祐
治
習
が
「
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
間
と
な
る
よ

う
努
力
し
ま
す
四
と
旅
立
ち
の
決

愚
を
述
べ
ま
し
た
。

　
四
十
四
名
の
卒
業
生
の
中
で
￥

地
元
に
残
る
生
徒
は
』
名
と
淋
し

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
比
白
さ
ん
松

之
山
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

2月27日、中島大住校長より卒業生1人
1人に卒業証書が手渡される。

薫、「、

駒
響．、、二二～／　　　’　　y
　　　　　　　　　　　　　　　　ル　ロぬずず　ドヤ
全学年対抗リレーで頑張る子供たち（松之山）

4
　
松
之
山
・
松
里
・
布
川
・
浦
田

の
各
小
学
校
区
で
二
月
二
十
四
日
，

一
斉
に
雪
上
運
動
く
云
（
ス
キ
ー
大

会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
朝
の
う
ち
晴
れ
て
絶

好
の
ス
キ
ー
大
会
日
和
だ
っ
た
の

で
す
が
、
競
技
の
始
ま
る
頃
か
ら

雪
と
風
が
強
ま
り
厳
し
い
寒
さ
の

中
で
の
ス
キ
ー
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
午
後
か
ら
は
臼
差

し
も
出
て
ま
あ
ま
あ
の
天
候
と
な

り
、
．
各
地
区
と
も
外
で
無
事
終
了

出
来
た
よ
う
で
す
。
ー

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
各
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
斉
に
ス

　
松
之
山
小
学
校
区
で
も
午
前
十

時
よ
り
小
学
生
の
ア
ル
ベ
ン
種
目

か
ら
競
技
が
始
ま
り
、
ソ
リ
レ
ー

ス
や
風
船
割
り
と
い
っ
た
レ
ク
リ

エ
；
シ
ョ
ン
種
目
を
交
え
な
が
ら

｝
日
頑
張
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
も
、
こ
の
大
会
の
た

め
に
皿
生
懸
△
叩
練
習
し
た
と
い
う

事
で
、
親
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

立
派
に
滑
っ
た
り
走
っ
た
り
し
ま

し
た
。

　
各
地
区
の
皆
さ
ん
、
寒
、
い
中
、

本
当
に
ご
苫
労
さ
ま
で
し
た
。

モ

P　T　Aと一般のパン食い競争、大きい口を

開けないと取れないよ。（松之山小〉

⑨



ー
a
O
ー

聾hス

4
「
確
定
申
生
ロ
し

　
　
　
平
成
二
年
中
の
所
得
を
．
確
定
す

　
　
る
た
め
の
串
告
が
、
二
月
十
パ
日

　
　
よ
り
役
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
今
回
は
「
権
定
串
告
し
を
し
て
、

　
　
い
た
だ
く
方
た
ち
が
対
象
で
、
一

　
　
般
の
皆
さ
ん
の
印
告
は
税
務
係
が
・ の

シ
ー
ズ
ン
が
や
つ
で
き
』

各
部
落
に
出
向
い
て
受
付
け
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
ζ
、
知
っ
て
い
る
皆
さ

ん
自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
、
ぐ
・
、
計
算
し

て
、
申
告
、
納
税
◎
る
と
い
つ

告
納
税
制
塵
し
を
採
用
し
で
い
ま

◎
。
勤
要
な
書
類
は
早
め
に
用
愚

し
、
正
し
い
申
告
を
し
た
い
も
の

で
す
。

　
な
お
、
消
費
悦
の
由
告
と
納
悦

は
四
目
…
日
ま
で
と
な
っ
ぐ
お
り

ま
す
。

　
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
万
、
は
、
忘
れ
ず
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

役場で行われている確定申告は

　　　　あなたはもうお済みですか？

o

麟村山政光初代組合長が職員を前に発足のあいさつを行う、，

2
　
松
之
由
、
潤
川
原
、
安
琢
、
大

島
、
松
代
の
郡
内
五
つ
の
森
林
及

び
造
林
組
合
が
広
域
合
併
し
、
「
ゆ

き
ぐ
に
森
林
組
合
虹
と
し
て
二
月

㎝
日
、
圧
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
耶
内
に
お
け
る
広
域
合
併
と
し

（
は
昨
年
の
農
業
共
済
組
合
に
次

ぐ
も
の
で
、
経
営
基
盤
の
強
化
と

事
業
拡
大
が
最
大
の
目
的
ぐ
◎
。

　
ゆ
き
ぐ
、
に
森
林
組
合
の
事
務
所

は
大
、
腸
村
に
置
き
、
他
の
四
町
村

の
串
務
所
は
支
所
と
し
て
活
用
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
新
組
合
艮

に
は
松
2
山
町
森
林
組
合
長
の
村

“
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
”

山
政
光
町
長
が
、
ま
た
、
曽
務
理

事
に
は
岩
野
虎
治
大
島
森
林
組
合

艮
が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

　
．
」
の
合
併
に
よ
つ
て
“
ゆ
き
ぐ

に
森
林
組
合
”
は
、
職
目
、
数
≡
十

　
人
、
組
合
員
数
絢
、
三
、
三
〇
〇

人
、
串
業
取
扱
い
高
約
十
億
円
と

な
り
、
県
内
最
大
ク
ラ
ス
の
森
林

組
く
0
と
な
り
ま
し
た
。

　
、
」
れ
か
ら
は
各
町
村
で
取
り
扱

つ
ぐ
．
来
た
事
業
を
鮭
進
す
る
と
と

も
に
、
小
経
木
の
加
工
及
び
山
菜

川
1
禽
品
の
販
売
な
ど
に
力
を
入

れ
て
行
、
ζ
、
と
．
の
事
で
す
。

一
月

日
正
式
に
発
足

’簾

、
華
瓢
齢
群

』

熱
亭

　　　　　　　　　　　　　　　　多

㎜噸繍㌦．1

姪
一

　
の
－
嵐卜

　　　墜藩1

轍遜1
蟻烈
大島村に設けられた“ゆきぐに森林組合。

の新しい看板

3
　
県
立
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
の

第
四
〇
回
卒
業
式
が
こ
月
三
十
七

日
行
わ
れ
、
四
十
四
名
が
学
舎
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
公
豆
高
校
と
し
て
は
「

番
早
く
卒
業
式
が
行
わ
れ
る
と
い

う
事
で
、
笛
年
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
も
多
く
の
報
道
入
が

い
る
中
で
の
卒
業
式
と
な
り
ま
し

た
。　
高
校
の
卒
業
式
で
は
珍
し
い
晴

県
立
高
校
の
ト
ツ
ブ
を
き
つ
て
松
之
山
分
校
で
卒
業
式

天
の
中
．
午
前
十
時
よ
り
式
典
が

始
ま
り
、
中
島
大
住
校
長
か
ら
生

徒
［
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
、
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
卒
業
生

は
男
子
二
十
『
人
、
女
子
二
十
三

人
の
合
計
四
十
四
人
で
、
卒
業
後

は
進
学
・
就
職
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
中
島
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会
で
、
回
の

役
に
立
て
る
か
真
険
に
考
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
四
と
式
辞
を
述
べ
、

こ
れ
を
受
け
て
山
岸
祐
治
習
が
「
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
間
と
な
る
よ

う
努
力
し
ま
す
四
と
旅
立
ち
の
決

愚
を
述
べ
ま
し
た
。

　
四
十
四
名
の
卒
業
生
の
中
で
￥

地
元
に
残
る
生
徒
は
』
名
と
淋
し

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
比
白
さ
ん
松

之
山
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

2月27日、中島大住校長より卒業生1人
1人に卒業証書が手渡される。

薫、「、

駒
響．、、二二～／　　　’　　y
　　　　　　　　　　　　　　　　ル　ロぬずず　ドヤ
全学年対抗リレーで頑張る子供たち（松之山）

4
　
松
之
山
・
松
里
・
布
川
・
浦
田

の
各
小
学
校
区
で
二
月
二
十
四
日
，

一
斉
に
雪
上
運
動
く
云
（
ス
キ
ー
大

会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
朝
の
う
ち
晴
れ
て
絶

好
の
ス
キ
ー
大
会
日
和
だ
っ
た
の

で
す
が
、
競
技
の
始
ま
る
頃
か
ら

雪
と
風
が
強
ま
り
厳
し
い
寒
さ
の

中
で
の
ス
キ
ー
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
午
後
か
ら
は
臼
差

し
も
出
て
ま
あ
ま
あ
の
天
候
と
な

り
、
．
各
地
区
と
も
外
で
無
事
終
了

出
来
た
よ
う
で
す
。
ー

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
各
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
斉
に
ス

　
松
之
山
小
学
校
区
で
も
午
前
十

時
よ
り
小
学
生
の
ア
ル
ベ
ン
種
目

か
ら
競
技
が
始
ま
り
、
ソ
リ
レ
ー

ス
や
風
船
割
り
と
い
っ
た
レ
ク
リ

エ
；
シ
ョ
ン
種
目
を
交
え
な
が
ら

｝
日
頑
張
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
も
、
こ
の
大
会
の
た

め
に
皿
生
懸
△
叩
練
習
し
た
と
い
う

事
で
、
親
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

立
派
に
滑
っ
た
り
走
っ
た
り
し
ま

し
た
。

　
各
地
区
の
皆
さ
ん
、
寒
、
い
中
、

本
当
に
ご
苫
労
さ
ま
で
し
た
。

モ

P　T　Aと一般のパン食い競争、大きい口を
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子供たちの踊るポンポコりンには沢山の
おひねりが飛ぴました。

）そにと、，れり望れ踊一5

真
冬
の
芸
能
祭
も
今
年
で
1
0
年

　
降
り
続
け
る
雪
を
元
気
な
歌
と

踊
り
で
は
ね
飛
ば
そ
う
と
始
め
ら

れ
た
小
谷
新
春
芸
能
祭
。
〈
ラ
年
も

二
月
十
日
の
日
曜
日
に
、
旧
三
省

小
学
校
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

，
〈
ラ
年
は
十
周
年
の
記
念
芸
能
祭

と
い
う
事
で
、
後
継
者
く
云
を
中
心

に
婦
人
会
、
老
人
会
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
あ
い
￥
出
し
物

も
三
十
五
以
上
（
飛
び
入
り
含
）

と
大
変
賑
や
か
な
芸
能
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　
午
後
　
時
、
小
学
生
四
人
に
よ

る
八
木
節
で
開
幕
し
た
舞
台
で
は
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
謡
、

若
手
の
カ
ラ
オ
ケ
、
婦
人
会
の
踊

り
な
ど
が
灰
々
と
披
露
さ
れ
た
ぽ

か
、
湯
山
の
皆
さ
ん
な
ど
近
隣
の

村
々
か
ら
歌
や
踊
り
と
い
っ
た
友

情
出
演
が
多
数
あ
り
、
十
周
年
に

ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。
中
で
も
宙
回
好
評
な
劇
、

今
襯
昔
話
．
正
平
と
熟
し
柿
し
に

ま
、
大
き
な
笑
い
と
称
賛
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
賑
や
か
さ
が
天
に
ま
で
届

い
た
の
か
、
終
了
直
後
、
時
な
ら

ぬ
雨
が
降
り
、
　
一
足
先
に
春
が
来

た
よ
う
な
気
配
さ
え
感
じ
ら
れ
た

楽
し
い
芸
能
祭
で
し
た
。

辱玄ン

幽
ケ欝

血4－

今様昔話蟻正平と熟し柿、今年は女性も大勢出演して

盛りがり、会場の笑いと拍手を誘いました。

●

91

に

い
が
た
ビ
デ
オ
大
賞

作
品
募
集
の
ご
案
内

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
は
、
平
成

三
年
十
一
月
十
一
日
に
開
局
六
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
　
「
91
に
い

が
た
ビ
デ
オ
大
賞
」
の
作
品
を
募

　
こ
の
運
動
は
、
雪
解
け
と
と
も

に
火
災
が
起
り
や
す
い
時
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
一
人

ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
L
越
地
域
消
防
事
務
組
八
日
管
内

で
は
、
、
．
月
一
、
卜
八
日
現
在
、
す

で
に
一
κ
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
（
昨
・
年
同
時
期
六
件
）

　
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
　
「
～
を

し
て
い
て
つ
い
う
っ
か
り
～
」
の

「
う
っ
か
り
型
』
で
す
。
火
を
使

っ
て
い
て
そ
の
場
所
を
離
れ
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
…
…

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

「
我
家
か
ら
火
を
出
さ
な
い

を

合
、
．
．
口
葉
に
、
次
の
「
火
の
川
心
ヒ

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
充
分
注
意
し

よ
し
ょ
う
。

一
、
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ

　
捨
て
を
し
な
い
。

、
、
、
チ
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

集
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
適
宜
放

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
自

慢
ビ
デ
オ
作
品
を
ど
ん
ど
ん
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
　
「
わ
た
し
の
撮
っ
た

春
季
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
4
月
－
日
～
7
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
の

　
“
ま
ず
消
そ
う
　
火
へ
の
鈍
感
　
無
関
心
！
”

　
で
遊
ば
せ
な
し

．
．
一
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

　
を
し
な
い
。

四
、
て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

　
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

κ
、
家
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え
や

　
す
い
物
を
置
か
な
い
。

六
、
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

し
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃

　
も
の
を
近
づ
け
な
い

監轟
乾　　ロ　　　　　び　　1㌔噸．
　　　曝、ン、ノ
　　け
ん　　ヤドノぜがい
ウ　　　　リヤウぱね

　｝、一楓∵義

NHK

　
　
に
い
が
た
し
　
（
内
容
自
由
）

　
　
町
や
村
、
職
場
や
地
域
で
の

　
　
話
題
や
ニ
ュ
f
ス
、
風
景
、

　
　
人
々
の
い
と
な
み
等
。

▽
応
募
作
品

のが〆
／／

、

・
．
信
》

〆

　　‘
輪　　τ

、

　
　
五
分
以
内
で
完
成
し
た
作
品
。

▽
作
品
の
受
付

　
　
二
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
随
時
受
付
。

▽
放
送

　
　
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
ク
に
い
が
た
」
　
「
く
ら
し
の

　
　
ガ
イ
ド
」
の
中
で
放
送
。

▽
表
彰

　
・
，
9
1
に
い
が
た
ビ
デ
オ
大
賞

　
　
一
点

襲消麟瀞マ
ー
解

第2機動隊と分遣所が出動
一
　
一
へ髪羅〃
6

　
松
之
山
分
遣
所
及
び
第
二
機
動

隊
（
湯
本
）
で
は
、
冬
期
間
に
発

生
し
た
火
災
に
対
処
す
る
た
め
、

雪
中
火
災
予
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
訓
練
は
．
一
月
卜
κ
口
午
前
九
時

十
五
分
、
、
天
水
島
の
神
社
で
火
災

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
、
分
遣
所
と
地
元
第
二
機
動
隊

が
出
動
し
消
火
作
業
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　
冬
、
た
く
さ
々
の
雪
で
獄
わ
れ

る
こ
の
土
地
に
と
っ
て
、
冬
場
の

消
火
作
裳
は
大
変
困
難
な
．
伽
が
多

く
あ
り
ま
す
。
よ
ず
、
家
の
近
く

激
で
消
防
車
が
人
れ
な
い
。
牽
，
の

　
・
優
秀
賞
　
　
一
〇
点

▽
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
・

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
「
91
に
い

　
が
た
ビ
デ
オ
大
賞
」
係

　
〒
九
五
一

　
新
潟
市
川
岸
町
一
－
四
九

　
T
E
L
O
二
五
ー
二
三
〇
ー
一

　
六
〇
〇

※
ビ
デ
オ
テ
；
プ
は
お
返
し
し
ま

　
す
。
申
し
込
み
用
紙
は
役
場
広

　
報
係
の
所
に
あ
り
ま
す
。

噸
…

騙轡曜

撒
敏
鰍

L
は
か
ん
じ
き
を
履
か
な
い
と
歩

け
な
い
。
水
利
の
確
保
が
難
し
い

な
ど
な
ど
悪
い
条
件
が
い
く
つ
も

あ
り
、
災
害
を
大
き
く
し
て
し
ま

　
い
ま
す
。

　
　
こ
の
H
の
訓
練
で
も
分
遣
所
が

　
水
利
と
し
て
求
め
た
消
火
栓
は
、

　
三
メ
ー
ト
ル
近
い
雪
に
覆
わ
れ
て

　
い
て
、
掘
り
出
す
の
に
十
分
以
上

　
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
一
分
一
秒
で
も
早
い
対
応
が
迫

　
ら
れ
る
火
災
に
と
っ
て
、
水
利
の

　
確
保
が
い
か
に
大
切
か
改
め
て
実

　
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
の
U
の
訓
練
で

　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も

神社を火点に想定しての雪中訓練

掘り出すのに大変苦労しました。

●



、

ー
8
0
ー

子供たちの踊るポンポコりンには沢山の
おひねりが飛ぴました。

）そにと、，れり望れ踊一5

真
冬
の
芸
能
祭
も
今
年
で
1
0
年

　
降
り
続
け
る
雪
を
元
気
な
歌
と

踊
り
で
は
ね
飛
ば
そ
う
と
始
め
ら

れ
た
小
谷
新
春
芸
能
祭
。
〈
ラ
年
も

二
月
十
日
の
日
曜
日
に
、
旧
三
省

小
学
校
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

，
〈
ラ
年
は
十
周
年
の
記
念
芸
能
祭

と
い
う
事
で
、
後
継
者
く
云
を
中
心

に
婦
人
会
、
老
人
会
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
あ
い
￥
出
し
物

も
三
十
五
以
上
（
飛
び
入
り
含
）

と
大
変
賑
や
か
な
芸
能
祭
と
な
り

ま
し
た
。

　
午
後
　
時
、
小
学
生
四
人
に
よ

る
八
木
節
で
開
幕
し
た
舞
台
で
は
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
謡
、

若
手
の
カ
ラ
オ
ケ
、
婦
人
会
の
踊

り
な
ど
が
灰
々
と
披
露
さ
れ
た
ぽ

か
、
湯
山
の
皆
さ
ん
な
ど
近
隣
の

村
々
か
ら
歌
や
踊
り
と
い
っ
た
友

情
出
演
が
多
数
あ
り
、
十
周
年
に

ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。
中
で
も
宙
回
好
評
な
劇
、

今
襯
昔
話
．
正
平
と
熟
し
柿
し
に

ま
、
大
き
な
笑
い
と
称
賛
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
賑
や
か
さ
が
天
に
ま
で
届

い
た
の
か
、
終
了
直
後
、
時
な
ら

ぬ
雨
が
降
り
、
　
一
足
先
に
春
が
来

た
よ
う
な
気
配
さ
え
感
じ
ら
れ
た

楽
し
い
芸
能
祭
で
し
た
。

辱玄ン

幽
ケ欝

血4－

今様昔話蟻正平と熟し柿、今年は女性も大勢出演して

盛りがり、会場の笑いと拍手を誘いました。

●

91

に

い
が
た
ビ
デ
オ
大
賞

作
品
募
集
の
ご
案
内

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
は
、
平
成

三
年
十
一
月
十
一
日
に
開
局
六
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
　
「
91
に
い

が
た
ビ
デ
オ
大
賞
」
の
作
品
を
募

　
こ
の
運
動
は
、
雪
解
け
と
と
も

に
火
災
が
起
り
や
す
い
時
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
一
人

ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
L
越
地
域
消
防
事
務
組
八
日
管
内

で
は
、
、
．
月
一
、
卜
八
日
現
在
、
す

で
に
一
κ
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
（
昨
・
年
同
時
期
六
件
）

　
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
　
「
～
を

し
て
い
て
つ
い
う
っ
か
り
～
」
の

「
う
っ
か
り
型
』
で
す
。
火
を
使

っ
て
い
て
そ
の
場
所
を
離
れ
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
…
…

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

「
我
家
か
ら
火
を
出
さ
な
い

を

合
、
．
．
口
葉
に
、
次
の
「
火
の
川
心
ヒ

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
充
分
注
意
し

よ
し
ょ
う
。

一
、
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ

　
捨
て
を
し
な
い
。

、
、
、
チ
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

集
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
適
宜
放

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
自

慢
ビ
デ
オ
作
品
を
ど
ん
ど
ん
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
　
「
わ
た
し
の
撮
っ
た

春
季
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
4
月
－
日
～
7
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
の

　
“
ま
ず
消
そ
う
　
火
へ
の
鈍
感
　
無
関
心
！
”

　
で
遊
ば
せ
な
し

．
．
一
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

　
を
し
な
い
。

四
、
て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

　
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

κ
、
家
の
ま
わ
り
に
は
、
燃
え
や

　
す
い
物
を
置
か
な
い
。

六
、
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

し
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃

　
も
の
を
近
づ
け
な
い

監轟
乾　　ロ　　　　　び　　1㌔噸．
　　　曝、ン、ノ
　　け
ん　　ヤドノぜがい
ウ　　　　リヤウぱね

　｝、一楓∵義

NHK

　
　
に
い
が
た
し
　
（
内
容
自
由
）

　
　
町
や
村
、
職
場
や
地
域
で
の

　
　
話
題
や
ニ
ュ
f
ス
、
風
景
、

　
　
人
々
の
い
と
な
み
等
。

▽
応
募
作
品

のが〆
／／

、

・
．
信
》

〆

　　‘
輪　　τ

、

　
　
五
分
以
内
で
完
成
し
た
作
品
。

▽
作
品
の
受
付

　
　
二
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
随
時
受
付
。

▽
放
送

　
　
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
ク
に
い
が
た
」
　
「
く
ら
し
の

　
　
ガ
イ
ド
」
の
中
で
放
送
。

▽
表
彰

　
・
，
9
1
に
い
が
た
ビ
デ
オ
大
賞

　
　
一
点

襲消麟瀞マ
ー
解

第2機動隊と分遣所が出動
一
　
一
へ髪羅〃
6

　
松
之
山
分
遣
所
及
び
第
二
機
動

隊
（
湯
本
）
で
は
、
冬
期
間
に
発

生
し
た
火
災
に
対
処
す
る
た
め
、

雪
中
火
災
予
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
訓
練
は
．
一
月
卜
κ
口
午
前
九
時

十
五
分
、
、
天
水
島
の
神
社
で
火
災

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
、
分
遣
所
と
地
元
第
二
機
動
隊

が
出
動
し
消
火
作
業
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　
冬
、
た
く
さ
々
の
雪
で
獄
わ
れ

る
こ
の
土
地
に
と
っ
て
、
冬
場
の

消
火
作
裳
は
大
変
困
難
な
．
伽
が
多

く
あ
り
ま
す
。
よ
ず
、
家
の
近
く

激
で
消
防
車
が
人
れ
な
い
。
牽
，
の

　
・
優
秀
賞
　
　
一
〇
点

▽
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
・

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
「
91
に
い

　
が
た
ビ
デ
オ
大
賞
」
係

　
〒
九
五
一

　
新
潟
市
川
岸
町
一
－
四
九

　
T
E
L
O
二
五
ー
二
三
〇
ー
一

　
六
〇
〇

※
ビ
デ
オ
テ
；
プ
は
お
返
し
し
ま

　
す
。
申
し
込
み
用
紙
は
役
場
広

　
報
係
の
所
に
あ
り
ま
す
。

噸
…

騙轡曜

撒
敏
鰍

L
は
か
ん
じ
き
を
履
か
な
い
と
歩

け
な
い
。
水
利
の
確
保
が
難
し
い

な
ど
な
ど
悪
い
条
件
が
い
く
つ
も

あ
り
、
災
害
を
大
き
く
し
て
し
ま

　
い
ま
す
。

　
　
こ
の
H
の
訓
練
で
も
分
遣
所
が

　
水
利
と
し
て
求
め
た
消
火
栓
は
、

　
三
メ
ー
ト
ル
近
い
雪
に
覆
わ
れ
て

　
い
て
、
掘
り
出
す
の
に
十
分
以
上

　
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
一
分
一
秒
で
も
早
い
対
応
が
迫

　
ら
れ
る
火
災
に
と
っ
て
、
水
利
の

　
確
保
が
い
か
に
大
切
か
改
め
て
実

　
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
の
U
の
訓
練
で

　
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も

神社を火点に想定しての雪中訓練

掘り出すのに大変苦労しました。

●



ー
P
o
っ
O
ー

⑫

新
体
制
を
歩
ん
で

　
町
婦
人
会
は
「
見
直
し
体
制
」

を
不
安
の
中
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
一
ト
ン
回
収
、
婦

人
教
室
二
十
九
同
、
そ
の
他
活
動

で
忙
が
し
い
中
に
も
、
充
実
し
た

一
年
問
を
つ
つ
が
な
く
歩
む
事
が

出
来
ま
し
た
。

　
役
員
の
任
期
で
は
正
副
会
長
と

も
に
改
選
の
年
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
唯
一
の
婦
人
団
体
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
を
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解

い
た
だ
け
ず
に
会
を
解
散
す
る
集

落
が
目
立
ち
、
そ
ん
な
中
で
の
町

役
員
命
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
苦
悩

が
、
空
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る

と
同
時
に
、
後
任
問
題
も
難
行
し

て
い
ま
す
。
行
き
届
か
な
い
会
長

が
、
六
年
六
カ
月
お
世
話
様
に
な

り
ま
し
た
。
も
う
家
庭
的
に
も
能

力
的
に
も
限
界
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
て
、
後
任
探
し
に

苦
慮
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
輩
諸
姉
で
築
き
上
げ
ら
れ
た

伝
統
あ
る
松
之
山
町
婦
人
会
を
、

新
し
い
豊
か
な
時
代
と
、
聡
明
と

英
知
あ
る
会
員
の
二
ー
ズ
と
に
対

応
さ
せ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
今
、
知
恵
と
勇
気
あ

る
決
断
が
迫
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
た

く
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
の
一

年
間
の
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
年
度

「
松
之
山
町
婦
人
会
誌
」

　
　
　
　
　
発
　
　
行

　
毎
年
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
読
ん

で
も
ら
え
ま
し
た
「
松
之
山
の
婦

人
の
歴
史
」
会
誌
が
、
三
月
中
に

発
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
町
内
婦
人
た
ち
の
提

言
や
生
活
の
中
か
ら
の
気
軽
な
楽

し
い
文
章
で
満
載
さ
せ
た
文
集
を
、

束
頸
印
刷
さ
ん
の
お
力
で
、
更
に

磨
き
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま

一
　
〇

り
　
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
購
読
い
た
だ
け
る
よ
う
で

し
た
ら
、
公
民
館
（
六
ー
二
二
六

五
番
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

鰍・一一

伝えてゆきたい

　　　愚るさとの味

　　　　　PART　IV

黙山かんぴょうの

臼あえ“

作り方

　①山かんぴょうは良く戻して4cm位の長さに切る。人参・

　　コンニャクは短冊切りにする。

②ホウレン草は塩少々入れてサッと苑で、3cm位に切って

　　しっかり糸交る。

③①の材料をだし汁としょうゆ、酒少々の中で柔らかくな

　　り過ぎない程度に煮て下味をつけ、ザルに上げておく。

④ピーナッツを良くすり、その中に豆腐、砂糖、塩を入れ

　　てすりながら味を付け、②と③の材料を入れ、和えて出

　　来上がり。

轟・

注、山かんぴょうは煮過ぎない事。ピーナッツは油のにじ

　み出るほど良くすってから豆腐を加える。材料の水分は

　良く切る事。ゴマ・クルミでも美味しい。

、
耀
繍
藪

、
囎

穆

　濤’

鋳
爆

料材

山かんぴょう（うるい・お

りっぱの茎を乾燥したもの

人参　・コンニャク　・ホ

ウレンソウ　・ピーナッツ

豆腐　・砂糖　　・塩　　・し

ょうゆ少々　・酒少々

だし汁

信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会

松
里
小
学
校
が
二
部
総
合
優
勝
に
輝
く
！

　
第
三
八
同
の
信
越
学
童
ス
キ
ー

大
会
が
妙
高
高
原
町
の
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
、
松
之
山
、
松
単
、

浦
開
の
三
つ
の
小
学
校
か
ら
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
三
校
は
そ
れ
ぞ
れ
二
部
校
と
し

て
出
場
、
松
里
小
学
校
は
ア
ル
ペ

ン
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

の
両
方
で
活
躍
、
二
部
の
総
合
優

勝
校
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浦

田
小
学
校
は
距
離
部
門
だ
け
の
参

加
だ
っ
た
の
で
す
が
、
頑
張
っ
て

総
合
二
位
と
な
り
ま
し
た
。
松
之

山
小
学
校
で
も
、
男
子
大
回
転
で

津
端
康
裕
君
（
六
年
）
が
一
位
に

な
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
は
来
年
よ
り
一
部

校
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
大
回
転

1
位
　
　
　
　
　
（
松
之
山
小
）

15136
位位位

津
端
康
裕

寸
U
券
リ

ホ
L
丹
日
ハ

滝
沢
大

佐
藤
一
登

　　　　　　　松

〃『〃里
　　　　　　　／」・

▼
大
呵
転
女
ヂ

1
付
　
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）

6
位
　
小
野
塚
　
瞳
（
　
〃
　
）

7
位
　
　
　
　
（
〃
　
）

12

位
　
小
山
鮎
美
（
松
之
山
小
）

14

位
　
高
橋
妙
子
（
松
里
小
）

15

位
　
　
〃
祐
子
（
　
〃
　
）

▼
距
離
男
ヂ
5
キ
ロ

2
位
　
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）

3
位
　
飯
塚
伸
太
郎
（
浦
田
小
）

5
位
　
竹
内
寛
揮
（
　
〃
　
）

協
位
　
大
野
宏
人
（
松
之
山
小
）

▼
距
　
離
　
女
ヂ
3
キ
ロ

2
位
　
高
橋
和
美
（
松
里
小
）

3
位
　
南
雲
妙
子
（
浦
旧
小
）

4
位
　
佐
藤
あ
す
か
（
松
坦
小
）

8
位
　
本
山
紋
子
（
浦
田
小
）

m
位
　
　
　
　
（
〃
　
）

12

位
　
　
〃
夏
子
（
松
里
小
）

▼
リ
レ
ー
男
ヂ

4
位
　
松
里
小
学
校

6
位
　
浦
…
小
学
校

7
位
　
松
之
山
小
学
校

▼
リ
レ
ー
女
f

l
位
　
浦
田
小
賜
．
r
校

癖’・廓y・1腕　墾、ζ、捲．““二▼1．ユ3
　　　　　　　　　　　　　　　　　部総位位

ぞr》＼欝触

　　　　　4霧闘交

諏
－
、

毒
『
ほ

餐
㎜

　
　
一｝

短
　
歌

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
の
底
ひ
よ
り

　
　
　
　
　
　
雪
子
雪
ん
子
雪
女
郎
泣
く

す
っ
ぽ
り
と
雪
に
埋
れ
て
春
を
待
っ

　
　
　
　
　
　
爺
っ
さ
酒
飲
み
婆
っ
さ
お
茶
飲
み

雪
深
き
冬
を
愉
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入
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踏
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。
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福
祉
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議
会
へ
の
寄
付

　
・
町
婦
人
会
よ
り
　
五
万
円

　
・
高
橋
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。
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新
体
制
を
歩
ん
で

　
町
婦
人
会
は
「
見
直
し
体
制
」

を
不
安
の
中
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
一
ト
ン
回
収
、
婦

人
教
室
二
十
九
同
、
そ
の
他
活
動

で
忙
が
し
い
中
に
も
、
充
実
し
た

一
年
問
を
つ
つ
が
な
く
歩
む
事
が

出
来
ま
し
た
。

　
役
員
の
任
期
で
は
正
副
会
長
と

も
に
改
選
の
年
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
唯
一
の
婦
人
団
体
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ァ
を
、
皆
さ
ん
に
ご
理
解

い
た
だ
け
ず
に
会
を
解
散
す
る
集

落
が
目
立
ち
、
そ
ん
な
中
で
の
町

役
員
命
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
苦
悩

が
、
空
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る

と
同
時
に
、
後
任
問
題
も
難
行
し

て
い
ま
す
。
行
き
届
か
な
い
会
長

が
、
六
年
六
カ
月
お
世
話
様
に
な

り
ま
し
た
。
も
う
家
庭
的
に
も
能

力
的
に
も
限
界
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
て
、
後
任
探
し
に

苦
慮
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
輩
諸
姉
で
築
き
上
げ
ら
れ
た

伝
統
あ
る
松
之
山
町
婦
人
会
を
、

新
し
い
豊
か
な
時
代
と
、
聡
明
と

英
知
あ
る
会
員
の
二
ー
ズ
と
に
対

応
さ
せ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
今
、
知
恵
と
勇
気
あ

る
決
断
が
迫
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
た

く
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
の
一

年
間
の
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
年
度

「
松
之
山
町
婦
人
会
誌
」

　
　
　
　
　
発
　
　
行

　
毎
年
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
読
ん

で
も
ら
え
ま
し
た
「
松
之
山
の
婦

人
の
歴
史
」
会
誌
が
、
三
月
中
に

発
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
町
内
婦
人
た
ち
の
提

言
や
生
活
の
中
か
ら
の
気
軽
な
楽

し
い
文
章
で
満
載
さ
せ
た
文
集
を
、

束
頸
印
刷
さ
ん
の
お
力
で
、
更
に

磨
き
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま

一
　
〇

り
　
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
購
読
い
た
だ
け
る
よ
う
で

し
た
ら
、
公
民
館
（
六
ー
二
二
六

五
番
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

鰍・一一

伝えてゆきたい

　　　愚るさとの味

　　　　　PART　IV

黙山かんぴょうの

臼あえ“

作り方

　①山かんぴょうは良く戻して4cm位の長さに切る。人参・

　　コンニャクは短冊切りにする。

②ホウレン草は塩少々入れてサッと苑で、3cm位に切って

　　しっかり糸交る。

③①の材料をだし汁としょうゆ、酒少々の中で柔らかくな

　　り過ぎない程度に煮て下味をつけ、ザルに上げておく。

④ピーナッツを良くすり、その中に豆腐、砂糖、塩を入れ

　　てすりながら味を付け、②と③の材料を入れ、和えて出

　　来上がり。

轟・

注、山かんぴょうは煮過ぎない事。ピーナッツは油のにじ

　み出るほど良くすってから豆腐を加える。材料の水分は

　良く切る事。ゴマ・クルミでも美味しい。

、
耀
繍
藪

、
囎

穆

　濤’

鋳
爆

料材

山かんぴょう（うるい・お

りっぱの茎を乾燥したもの

人参　・コンニャク　・ホ

ウレンソウ　・ピーナッツ

豆腐　・砂糖　　・塩　　・し

ょうゆ少々　・酒少々

だし汁

信
越
学
童
親
善
ス
キ
ー
大
会

松
里
小
学
校
が
二
部
総
合
優
勝
に
輝
く
！

　
第
三
八
同
の
信
越
学
童
ス
キ
ー

大
会
が
妙
高
高
原
町
の
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
、
松
之
山
、
松
単
、

浦
開
の
三
つ
の
小
学
校
か
ら
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
三
校
は
そ
れ
ぞ
れ
二
部
校
と
し

て
出
場
、
松
里
小
学
校
は
ア
ル
ペ

ン
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

の
両
方
で
活
躍
、
二
部
の
総
合
優

勝
校
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浦

田
小
学
校
は
距
離
部
門
だ
け
の
参

加
だ
っ
た
の
で
す
が
、
頑
張
っ
て

総
合
二
位
と
な
り
ま
し
た
。
松
之

山
小
学
校
で
も
、
男
子
大
回
転
で

津
端
康
裕
君
（
六
年
）
が
一
位
に

な
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
は
来
年
よ
り
一
部

校
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
大
回
転

1
位
　
　
　
　
　
（
松
之
山
小
）

15136
位位位

津
端
康
裕

寸
U
券
リ

ホ
L
丹
日
ハ

滝
沢
大

佐
藤
一
登

　　　　　　　松

〃『〃里
　　　　　　　／」・

▼
大
呵
転
女
ヂ

1
付
　
佐
藤
　
愛
（
松
里
小
）

6
位
　
小
野
塚
　
瞳
（
　
〃
　
）

7
位
　
　
　
　
（
〃
　
）

12

位
　
小
山
鮎
美
（
松
之
山
小
）

14

位
　
高
橋
妙
子
（
松
里
小
）

15

位
　
　
〃
祐
子
（
　
〃
　
）

▼
距
離
男
ヂ
5
キ
ロ

2
位
　
高
橋
佳
男
（
松
里
小
）

3
位
　
飯
塚
伸
太
郎
（
浦
田
小
）

5
位
　
竹
内
寛
揮
（
　
〃
　
）

協
位
　
大
野
宏
人
（
松
之
山
小
）

▼
距
　
離
　
女
ヂ
3
キ
ロ

2
位
　
高
橋
和
美
（
松
里
小
）

3
位
　
南
雲
妙
子
（
浦
旧
小
）

4
位
　
佐
藤
あ
す
か
（
松
坦
小
）

8
位
　
本
山
紋
子
（
浦
田
小
）

m
位
　
　
　
　
（
〃
　
）

12

位
　
　
〃
夏
子
（
松
里
小
）

▼
リ
レ
ー
男
ヂ

4
位
　
松
里
小
学
校

6
位
　
浦
…
小
学
校

7
位
　
松
之
山
小
学
校

▼
リ
レ
ー
女
f

l
位
　
浦
田
小
賜
．
r
校

癖’・廓y・1腕　墾、ζ、捲．““二▼1．ユ3
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ほ

餐
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短
　
歌

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
の
底
ひ
よ
り

　
　
　
　
　
　
雪
子
雪
ん
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雪
女
郎
泣
く

す
っ
ぽ
り
と
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に
埋
れ
て
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を
待
っ

　
　
　
　
　
　
爺
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飲
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婆
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お
茶
飲
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き
冬
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し
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．
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落
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っ
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木
俊
一
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栄
屋
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入
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し

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
あ
し

一
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分
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履
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り
に
日
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薬
売
り
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の
炬
燵
を
称
え
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
尾
　
高
橋
春
光
子
（
平
吉
」

踏
ん
ば
っ
た
足
し
か
と
た
し
か
め
雪
卸
す

雪
卸
し
今
年
ど
う
や
ら
峠
越
す

雪
に
埋
も
る
家
よ
り
機
織
の
音
洩
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
ロ
　
保
坂
武
雄

三
枚
田
ノ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

　
・
町
婦
人
会
よ
り
　
五
万
円

　
・
高
橋
久
占
さ
ん
（
天
水
島
・

　
　
角
院
木
材
）
　
　
五
万
円

▽
共
同
募
金
へ
の
高
額
募
金

・
松
之
山
撚
糸
工
場
さ
ん
よ
り

　
　
　
　
　
・
　
二
万
円

。
東
頸
城
郡
仏
教
会
よ
り

　
　
　
　
　
　
一
万
五
千
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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松
之
山
の
縄
文
時
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
松
之
山
町
の
原
始
時
代
の
遺
跡

は
、
十
文
字
遺
跡
を
は
じ
め
と
し

て
、
町
史
編
さ
ん
事
業
に
と
も
な

っ
て
発
掘
さ
れ
た
深
田
遺
跡
が
あ

る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
表
面
採
集

　
（
地
表
面
に
存
在
す
る
土
罷
片
や

石
器
な
ど
を
拾
い
集
め
る
こ
と
）

に
よ
っ
て
、
遺
物
が
確
認
さ
れ
て

い
る
場
所
が
、
松
之
山
町
内
に
数

か
所
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
縄
文
時
代
は
お
よ
そ
八
○
○
○

年
も
続
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
松

之
山
町
で
縄
文
人
が
活
躍
し
た
の

は
、
中
期
と
後
期
の
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
十
文
字
遺
跡
、
深
田

遺
跡
の
報
告
か
ら
も
明
ら
か
に
な

つ
て
い
る
。

　
十
文
字
遺
跡
か
ら
は
、
完
全
な

　
　
　
　
　
　
　
た
て
あ
な

形
で
は
な
い
が
、
堅
穴
住
居
の
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
縄
文
時
代

の
初
め
の
こ
ろ
は
、
人
々
は
ほ
ら

穴
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
平
地
に
移
動
し
て

堅
穴
住
居
に
移
り
住
ん
だ
。

　
堅
穴
住
居
は
地
面
を
五
層
か
ら

　
六
層
の
広
さ
で
、
深
さ
四
〇
抽
．
～

　
五
〇
弛
．
く
ら
い
掘
り
、
そ
こ
に
数

　
本
の
柱
を
建
て
て
、
屋
根
を
か
や

　
や
草
で
ふ
い
た
。
前
期
に
な
る
と

　
　
　
　
ろ

　
中
央
に
炉
が
あ
る
の
が
｝
般
的
で

　
あ
る
。
十
文
字
遺
跡
は
地
盤
が
動

　
い
た
の
か
、
完
全
な
形
を
整
え
て

　
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
深
田

　
遺
跡
で
は
堅
穴
住
居
は
見
つ
か
ら

　
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
発
掘
さ
れ
て

　
い
な
い
場
所
に
そ
の
跡
が
あ
る
だ

　
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
こ
の
こ
ろ
の
人
々
は
土
器
を
つ

く
っ
て
食
物
を
煮
る
の
に
利
用
し

た
り
、
食
料
の
保
存
な
ど
に
用
い

．
た
り
し
た
。
特
に
縄
文
時
代
の
中

期
は
全
国
の
各
地
で
、
活
力
の
満

ち
た
時
期
で
あ
っ
た
。
深
田
遺
跡

で
は
北
陸
地
方
に
多
く
公
布
す
る

に
ん
さ
さ
し
き

新
崎
式
土
需
や
、
長
岡
市
馬
高
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え
ん
し
き

跡
出
土
土
器
に
似
て
い
る
火
陥
式

土
器
、
“
そ
し
て
、
関
東
地
方
で
発

　
　
　
　
か
　
そ
　
り

達
し
た
加
曽
利
E
式
土
器
に
よ
く

似
た
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
も
地
元
で
作
ら
れ
た

土．

器
も
あ
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
い
ろ

い
ろ
な
器
種
が
あ
っ
た
。

　
北
陸
地
方
を
中
心
に
盛
ん
で
あ

っ
た
新
崎
式
土
器
は
、
上
越
地
方

の
各
地
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

松
之
山
へ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝

わ
っ
て
き
た
の
か
、
興
味
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
火
陥
式
土
器
が
長
岡
か
ら
松
之

山
へ
伝
え
ら
れ
た
ル
ー
ト
と
し
て

’

は
、
峠
を
越
え
て
き
た
と
い
う
よ

り
も
、
渋
海
川
沿
い
に
伝
わ
っ
て

き
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。　
加
曽
利
E
式
土
器
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
伝
播
が
あ
っ
た
の
か

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
東
北
地
方
の
影
響
を
う
け
た
大

き
　
し
き

木
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
も
、

こ
の
頃
の
松
之
山
の
特
徴
で
あ
る
。

θ

瑠・だ

．
○

空

。
』
愈
，

。．
、

・
急

　
　
　
　
へ

抑

鋼

土器づくりは大切な仕事でした。

　
以
上
中
期
の
松
之
山
は
、
他
地

域
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と

　
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
後

期
の
前
半
ま
で
続
く
。

　
土
器
の
他
に
当
時
の
人
々
は
石

で
作
っ
た
石
器
を
使
っ
て
、
獲
物

を
と
っ
た
り
食
物
を
切
っ
た
り
漬

し
た
り
し
て
い
た
。
よ
く
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
せ
き
　
ふ

て
い
る
石
器
に
石
斧
が
あ
る
が
、

　
　
　
た
せ
い
　
　
　
　
　
　
ま
せ
い

大
き
く
打
製
石
斧
と
磨
製
石
斧
に

分
け
ら
れ
る
。
打
製
石
斧
は
原
石

を
か
い
て
斧
の
形
を
し
て
お
り
、

磨
製
石
斧
は
表
面
が
よ
く
磨
か
れ

て
っ
る
つ
る
し
て
い
る
。
磨
製
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
も
ん

斧
の
材
料
は
砂
岩
の
ほ
か
に
蛇
絞

か
ん岩
が
多
い
。
こ
の
辺
り
で
蛇
絞
岩

の
あ
る
と
こ
ろ
は
糸
魚
川
地
方
が

多
い
の
で
、
海
岸
か
ら
保
倉
川
、

峠
を
経
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　
す
り
い
し
　
　
い
し
さ
ら

　
磨
石
と
石
皿
は
木
の
実
な
ど
を

．
磨
り
つ
ぶ
す
た
め
に
セ
ッ
ト
と
し

て
使
用
さ
れ
た
。
十
文
字
遺
跡
で

も
深
田
遺
跡
で
も
見
つ
か
っ
て
い

　
　
　
　
　
く
ゑ
い
し

る
。
ま
た
、
凹
石
の
よ
う
に
部
分

的
に
へ
こ
ん
だ
石
器
も
あ
る
。

　
当
時
の
人
々
は
木
の
実
な
ど
を

磨
り
つ
ぶ
し
て
粉
に
し
、
団
子
や

か
ゆ
の
よ
う
な
食
品
に
加
工
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
文
責
・
望
月
正
樹
）

りおとしよりの「いこいの場」づく

》、￥手・松里・繕徽鴨催中！

　
町
で
は
今
年
一
月
よ
り
L
越
保

健
所
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の
”
地

域
保
健
推
進
特
別
事
業
”
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
冬
場
家
に
と
じ
こ
も

り
が
ち
な
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に

一
い
こ
い
の
場
」
を
提
供
し
、
ワ

ラ
細
r
．
や
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
と

い
っ
た
創
作
活
動
や
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ヲ
ン
．
ゲ
ー
ム
な
ど
身
体
を

動
か
す
運
『
動
、
い
き
い
き
生
活
す

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
聞

く
事
等
を
行
い
、
楽
し
み
を
覚
え

な
が
ら
明
る
く
長
生
き
し
て
ほ
し

い
、
と
い
っ
た
目
的
で
始
め
ら
れ

た
喉
業
で
、
松
之
山
と
松
代
町
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
で
は
、
一
月
よ
り
．
．
㎜
月

ま
で
の
三
回
、
川
f
・
松
里
・
藤

倉
地
区
の
集
会
所
を
会
場
に
「
い

こ
い
の
場
」
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
、
保
健

所
職
員
・
保
健
婦
・
公
民
館
職
員
・

栄
養
師
さ
ん
ら
が
出
向
き
、
一
H

を
か
け
て
色
々
な
活
動
を
行
い
ま

ず
Q　

ワ
ラ
細
工
や
ぺ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ

ー
・
ブ
ロ
ー
チ
造
り
・
も
み
細
工

水仙の花がこんなにきれいに出来ました。

　　　　　　　　　　　（ペーパーフラワー）
　　　　　　　　箪一　　滋　　　i　　l　　犀　　　1　」レイ　　r

と
い
っ
た
創
作
活
動
の
師
導
に
は

地
元
の
方
た
ち
を
お
願
い
し
て
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
藤
倉
地
区
の
二
回
H
に
お
じ
ゃ

ま
し
て
み
ま
し
た
。

　
真
新
し
い
集
会
所
の
、
一
階
で
は

人
勢
の
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
・
中
年
の
お
母
さ
ん
方
が
集
ま

り
、
し
め
縄
づ
く
り
・
ぺ
…
パ
ー

フ
ラ
ワ
i
・
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
の

三
班
に
分
れ
て
、
｝
生
一
懸
命
創
作

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
二
囲
目

と
あ
っ
て
皆
さ
ん
の
出
来
映
え
は

見
事
な
も
の
、
次
々
と
作
品
が
出

め縄づくり、この冬から
でした。

男性の皆さん

出荷するぞと

来
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
本
当
に

楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
昼
食
は
お
に
ぎ
り
だ
け
特
参
で
、

み
そ
汁
な
ど
の
副
食
は
栄
養
師
さ

ん
と
地
元
の
方
が
用
意
し
て
く
れ

ま
す
。
午
後
は
、
中
学
校
の
猪
田

校
、
長
先
生
．
の
講
話
「
生
き
生
き
老

後
を
送
る
に
は
？
」
が
、
あ
る
と

い
う
事
で
し
た
。

　
三
月
中
に
各
地
区
で
も
う
　
回

「
い
こ
い
の
場
」
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

誕撫礪調騰　　　　繍
ワイヤーとストッキングの布を使ってブローチづくり。
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松
之
山
の
縄
文
時
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
松
之
山
町
の
原
始
時
代
の
遺
跡

は
、
十
文
字
遺
跡
を
は
じ
め
と
し

て
、
町
史
編
さ
ん
事
業
に
と
も
な

っ
て
発
掘
さ
れ
た
深
田
遺
跡
が
あ

る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に
表
面
採
集

　
（
地
表
面
に
存
在
す
る
土
罷
片
や

石
器
な
ど
を
拾
い
集
め
る
こ
と
）

に
よ
っ
て
、
遺
物
が
確
認
さ
れ
て

い
る
場
所
が
、
松
之
山
町
内
に
数

か
所
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　
縄
文
時
代
は
お
よ
そ
八
○
○
○

年
も
続
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
松

之
山
町
で
縄
文
人
が
活
躍
し
た
の

は
、
中
期
と
後
期
の
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
十
文
字
遺
跡
、
深
田

遺
跡
の
報
告
か
ら
も
明
ら
か
に
な

つ
て
い
る
。

　
十
文
字
遺
跡
か
ら
は
、
完
全
な

　
　
　
　
　
　
　
た
て
あ
な

形
で
は
な
い
が
、
堅
穴
住
居
の
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
縄
文
時
代

の
初
め
の
こ
ろ
は
、
人
々
は
ほ
ら

穴
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
平
地
に
移
動
し
て

堅
穴
住
居
に
移
り
住
ん
だ
。

　
堅
穴
住
居
は
地
面
を
五
層
か
ら

　
六
層
の
広
さ
で
、
深
さ
四
〇
抽
．
～

　
五
〇
弛
．
く
ら
い
掘
り
、
そ
こ
に
数

　
本
の
柱
を
建
て
て
、
屋
根
を
か
や

　
や
草
で
ふ
い
た
。
前
期
に
な
る
と

　
　
　
　
ろ

　
中
央
に
炉
が
あ
る
の
が
｝
般
的
で

　
あ
る
。
十
文
字
遺
跡
は
地
盤
が
動

　
い
た
の
か
、
完
全
な
形
を
整
え
て

　
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
深
田

　
遺
跡
で
は
堅
穴
住
居
は
見
つ
か
ら

　
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
発
掘
さ
れ
て

　
い
な
い
場
所
に
そ
の
跡
が
あ
る
だ

　
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
こ
の
こ
ろ
の
人
々
は
土
器
を
つ

く
っ
て
食
物
を
煮
る
の
に
利
用
し

た
り
、
食
料
の
保
存
な
ど
に
用
い

．
た
り
し
た
。
特
に
縄
文
時
代
の
中

期
は
全
国
の
各
地
で
、
活
力
の
満

ち
た
時
期
で
あ
っ
た
。
深
田
遺
跡

で
は
北
陸
地
方
に
多
く
公
布
す
る

に
ん
さ
さ
し
き

新
崎
式
土
需
や
、
長
岡
市
馬
高
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え
ん
し
き

跡
出
土
土
器
に
似
て
い
る
火
陥
式

土
器
、
“
そ
し
て
、
関
東
地
方
で
発

　
　
　
　
か
　
そ
　
り

達
し
た
加
曽
利
E
式
土
器
に
よ
く

似
た
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
も
地
元
で
作
ら
れ
た

土．

器
も
あ
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
い
ろ

い
ろ
な
器
種
が
あ
っ
た
。

　
北
陸
地
方
を
中
心
に
盛
ん
で
あ

っ
た
新
崎
式
土
器
は
、
上
越
地
方

の
各
地
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

松
之
山
へ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝

わ
っ
て
き
た
の
か
、
興
味
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
火
陥
式
土
器
が
長
岡
か
ら
松
之

山
へ
伝
え
ら
れ
た
ル
ー
ト
と
し
て

’

は
、
峠
を
越
え
て
き
た
と
い
う
よ

り
も
、
渋
海
川
沿
い
に
伝
わ
っ
て

き
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。　
加
曽
利
E
式
土
器
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
伝
播
が
あ
っ
た
の
か

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
東
北
地
方
の
影
響
を
う
け
た
大

き
　
し
き

木
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
も
、

こ
の
頃
の
松
之
山
の
特
徴
で
あ
る
。

θ

瑠・だ

．
○

空

。
』
愈
，

。．
、

・
急

　
　
　
　
へ

抑

鋼

土器づくりは大切な仕事でした。

　
以
上
中
期
の
松
之
山
は
、
他
地

域
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と

　
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
後

期
の
前
半
ま
で
続
く
。

　
土
器
の
他
に
当
時
の
人
々
は
石

で
作
っ
た
石
器
を
使
っ
て
、
獲
物

を
と
っ
た
り
食
物
を
切
っ
た
り
漬

し
た
り
し
て
い
た
。
よ
く
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
せ
き
　
ふ

て
い
る
石
器
に
石
斧
が
あ
る
が
、

　
　
　
た
せ
い
　
　
　
　
　
　
ま
せ
い

大
き
く
打
製
石
斧
と
磨
製
石
斧
に

分
け
ら
れ
る
。
打
製
石
斧
は
原
石

を
か
い
て
斧
の
形
を
し
て
お
り
、

磨
製
石
斧
は
表
面
が
よ
く
磨
か
れ

て
っ
る
つ
る
し
て
い
る
。
磨
製
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
も
ん

斧
の
材
料
は
砂
岩
の
ほ
か
に
蛇
絞

か
ん岩
が
多
い
。
こ
の
辺
り
で
蛇
絞
岩

の
あ
る
と
こ
ろ
は
糸
魚
川
地
方
が

多
い
の
で
、
海
岸
か
ら
保
倉
川
、

峠
を
経
て
伝
わ
っ
て
き
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　
す
り
い
し
　
　
い
し
さ
ら

　
磨
石
と
石
皿
は
木
の
実
な
ど
を

．
磨
り
つ
ぶ
す
た
め
に
セ
ッ
ト
と
し

て
使
用
さ
れ
た
。
十
文
字
遺
跡
で

も
深
田
遺
跡
で
も
見
つ
か
っ
て
い

　
　
　
　
　
く
ゑ
い
し

る
。
ま
た
、
凹
石
の
よ
う
に
部
分

的
に
へ
こ
ん
だ
石
器
も
あ
る
。

　
当
時
の
人
々
は
木
の
実
な
ど
を

磨
り
つ
ぶ
し
て
粉
に
し
、
団
子
や

か
ゆ
の
よ
う
な
食
品
に
加
工
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
文
責
・
望
月
正
樹
）

りおとしよりの「いこいの場」づく

》、￥手・松里・繕徽鴨催中！

　
町
で
は
今
年
一
月
よ
り
L
越
保

健
所
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の
”
地

域
保
健
推
進
特
別
事
業
”
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
冬
場
家
に
と
じ
こ
も

り
が
ち
な
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に

一
い
こ
い
の
場
」
を
提
供
し
、
ワ

ラ
細
r
．
や
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
と

い
っ
た
創
作
活
動
や
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ヲ
ン
．
ゲ
ー
ム
な
ど
身
体
を

動
か
す
運
『
動
、
い
き
い
き
生
活
す

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
聞

く
事
等
を
行
い
、
楽
し
み
を
覚
え

な
が
ら
明
る
く
長
生
き
し
て
ほ
し

い
、
と
い
っ
た
目
的
で
始
め
ら
れ

た
喉
業
で
、
松
之
山
と
松
代
町
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
で
は
、
一
月
よ
り
．
．
㎜
月

ま
で
の
三
回
、
川
f
・
松
里
・
藤

倉
地
区
の
集
会
所
を
会
場
に
「
い

こ
い
の
場
」
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
、
保
健

所
職
員
・
保
健
婦
・
公
民
館
職
員
・

栄
養
師
さ
ん
ら
が
出
向
き
、
一
H

を
か
け
て
色
々
な
活
動
を
行
い
ま

ず
Q　

ワ
ラ
細
工
や
ぺ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ

ー
・
ブ
ロ
ー
チ
造
り
・
も
み
細
工

水仙の花がこんなにきれいに出来ました。

　　　　　　　　　　　（ペーパーフラワー）
　　　　　　　　箪一　　滋　　　i　　l　　犀　　　1　」レイ　　r

と
い
っ
た
創
作
活
動
の
師
導
に
は

地
元
の
方
た
ち
を
お
願
い
し
て
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
藤
倉
地
区
の
二
回
H
に
お
じ
ゃ

ま
し
て
み
ま
し
た
。

　
真
新
し
い
集
会
所
の
、
一
階
で
は

人
勢
の
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ

ん
・
中
年
の
お
母
さ
ん
方
が
集
ま

り
、
し
め
縄
づ
く
り
・
ぺ
…
パ
ー

フ
ラ
ワ
i
・
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
の

三
班
に
分
れ
て
、
｝
生
一
懸
命
創
作

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
二
囲
目

と
あ
っ
て
皆
さ
ん
の
出
来
映
え
は

見
事
な
も
の
、
次
々
と
作
品
が
出

め縄づくり、この冬から
でした。

男性の皆さん

出荷するぞと

来
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
本
当
に

楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
昼
食
は
お
に
ぎ
り
だ
け
特
参
で
、

み
そ
汁
な
ど
の
副
食
は
栄
養
師
さ

ん
と
地
元
の
方
が
用
意
し
て
く
れ

ま
す
。
午
後
は
、
中
学
校
の
猪
田

校
、
長
先
生
．
の
講
話
「
生
き
生
き
老

後
を
送
る
に
は
？
」
が
、
あ
る
と

い
う
事
で
し
た
。

　
三
月
中
に
各
地
区
で
も
う
　
回

「
い
こ
い
の
場
」
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

誕撫礪調騰　　　　繍
ワイヤーとストッキングの布を使ってブローチづくり。
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ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
「
簡
易
保
険
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年

　 』＼

藤臨1

一轟象

　　　ヨ”μ”、、ヌ．＞ヤ鍵ビー
、一一、＿．，一一一　一　　　｝一

工事中の松之山診療所　　3月31日に完成を祝う竣工式が行われます

金
の
積
立
金
は
、
公
共
事
業
の
資

金
と
し
て
融
資
さ
れ
、
町
の
色
々

な
施
設
の
整
備
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。　
平
成
二
年
度
で
は
、
総
額
一
億

六
、
七
四
〇
万
円
の
還
元
融
資
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
各
事
業
別
借

入
額
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
事
業
（
夜

　
間
照
明
施
設
）

　
　
　
　
　
　
二
、
〇
五
〇
万
円

▽
消
防
施
設
整
備
事
業
（
防
火
水

　
槽
）
　
　
　
　
　
三
四
〇
万
円

▽
松
之
山
診
療
所
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
一
億
三
〇
〇
万
円

▽
町
道
湯
本
兎
口
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
一
、
七
三
〇
万
円

▽
町
道
東
川
藤
倉
天
水
越
線
改
良

　
事
業
　
　
　
一
、
七
四
〇
万
円

▽
町
道
東
川
上
蝦
池
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
○
万
円

　
）
5
　
　
日
2
5
9
1
3

　
ヨ

　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
月
2
　
年
2
2
2
2

　
年
　
　
　
・
　
　
亡
　
・
　
…

　
性
3
　
　
死
3
3
3
3

　
　
　
山

　
　
　
之
　
　
　
　
　
院
屋

歯
の
用
心
一
ロ
メ
モ

　
　
「
噛
む
こ
と
の
重
要
性
」

　
噛
む
こ
と
が
大
切
だ
、
と
言
わ

れ
る
と
、
み
ん
な
食
事
の
時
に
は

噛
ん
で
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
き
ち
ん
と
し
っ
か
り
噛
ん
で

食
事
を
し
て
い
な
い
方
は
、
意
外

　
に
多
い
も
の
で
す
。

　
幼
い
時
の
育
て
ら
れ
方
で
、
そ

　
れ
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
い
う

［
こ
と
で
す
。
若
い
お
母
さ
ん
方
に

　
は
、
子
供
に
じ
っ
く
り
噛
む
練
習

　
を
さ
せ
て
や
ら
な
い
と
、
早
食
い
、

　
生
噛
み
、
早
呑
み
込
み
の
癖
が
つ

　
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
ま
ず
今
回
は
、
離
乳
の
頃
ま
で

　
の
一
つ
の
手
順
を
述
べ
て
お
き
ま

　
す
の
で
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

塾
⑨
一

　
び

登記簿謄本・抄本の

　手数料が改定されます

ご
っ
く
ん
↓
生
後
五
～
六
カ
月
の

　
離
乳
初
期
の
指
導
で
。

も
ぐ
も
ぐ
↓
生
後
七
～
八
ヵ
月
の

　
　
離
乳
中
期
の
指
導
で
。

か
み
か
み
↓
生
後
九
～
十
一
カ
月

　
ゐ
離
乳
後
期
の
指
導
で
そ
れ

　
ぞ
れ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
噸
む
こ
と
は
、
肥
満
や
、
脳
の

発
育
や
成
人
病
、
ボ
ケ
な
ど
に
も

関
係
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
影
響

を
与
え
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
第
一
歩
を
し
っ
か
り
．

教
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

（

‘
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　　　　ハハ
　　　　〆》　マ
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∂
ー

　平成3年4月1日から登記簿の謄本・抄本

の手数料が1通500円から600円に改定され
ます。

　なお、閲覧、印鑑証明など他のものにっい

ては変更ありません。

　詳しくは、最寄りの法務局へお尋ねくださ

いo

　　　　　　　　　　新潟地方法務局

窃めでた（出態）
麻里奈ちゃん　小林英好さんの長女（松

3・2・20
3・2・23
3・2・27

お《や》み（罵亡》

久保田猪作さん　　69歳（天水島）東

丸林　　学さん　　88歳（湯之島）常照

鈴木作次郎さん　　90歳（下蝦池）福田

鈴木　國春さん　　74歳（下蝦池）上根

樋ロ　ギンさん　　88歳（兎口）小林

小野塚キミヨさん　70歳（東川）新や

高沢　義勇さん　　85歳（大荒戸）杉原

※2月1日～28日までの届出分です。
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イ　ロ・・ニホヘ　トチ　リ　メ

　黒先生き（3手まで）

五

四

2
月
号
の
答
え1

図

　詰碁の解答を募集してい

ます。3月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。
2
図

●●

●

四

●●

a
2

●

　
ち
よ
っ
と
変
わ
っ
た
筋
で
す
が
、
黒
1
の
コ
ス
ミ

ツ
ケ
が
正
解
に
な
り
ま
す
。

　
白
2
と
交
換
し
て
か
ら
黒
3
と
オ
サ
え
る
の
が
手

偵
。正
解
者
　
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
　
谷
）

　
　
　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本
）

　
　
　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島
）
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ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
「
簡
易
保
険
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年

　 』＼
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工事中の松之山診療所　　3月31日に完成を祝う竣工式が行われます

金
の
積
立
金
は
、
公
共
事
業
の
資

金
と
し
て
融
資
さ
れ
、
町
の
色
々

な
施
設
の
整
備
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。　
平
成
二
年
度
で
は
、
総
額
一
億

六
、
七
四
〇
万
円
の
還
元
融
資
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
各
事
業
別
借

入
額
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
事
業
（
夜

　
間
照
明
施
設
）

　
　
　
　
　
　
二
、
〇
五
〇
万
円

▽
消
防
施
設
整
備
事
業
（
防
火
水

　
槽
）
　
　
　
　
　
三
四
〇
万
円

▽
松
之
山
診
療
所
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
一
億
三
〇
〇
万
円

▽
町
道
湯
本
兎
口
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
一
、
七
三
〇
万
円

▽
町
道
東
川
藤
倉
天
水
越
線
改
良

　
事
業
　
　
　
一
、
七
四
〇
万
円

▽
町
道
東
川
上
蝦
池
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
○
万
円

　
）
5
　
　
日
2
5
9
1
3

　
ヨ

　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
月
2
　
年
2
2
2
2

　
年
　
　
　
・
　
　
亡
　
・
　
…

　
性
3
　
　
死
3
3
3
3

　
　
　
山

　
　
　
之
　
　
　
　
　
院
屋

歯
の
用
心
一
ロ
メ
モ

　
　
「
噛
む
こ
と
の
重
要
性
」

　
噛
む
こ
と
が
大
切
だ
、
と
言
わ

れ
る
と
、
み
ん
な
食
事
の
時
に
は

噛
ん
で
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
き
ち
ん
と
し
っ
か
り
噛
ん
で

食
事
を
し
て
い
な
い
方
は
、
意
外

　
に
多
い
も
の
で
す
。

　
幼
い
時
の
育
て
ら
れ
方
で
、
そ

　
れ
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
い
う

［
こ
と
で
す
。
若
い
お
母
さ
ん
方
に

　
は
、
子
供
に
じ
っ
く
り
噛
む
練
習

　
を
さ
せ
て
や
ら
な
い
と
、
早
食
い
、

　
生
噛
み
、
早
呑
み
込
み
の
癖
が
つ

　
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
ま
ず
今
回
は
、
離
乳
の
頃
ま
で

　
の
一
つ
の
手
順
を
述
べ
て
お
き
ま

　
す
の
で
、
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

塾
⑨
一

　
び

登記簿謄本・抄本の

　手数料が改定されます

ご
っ
く
ん
↓
生
後
五
～
六
カ
月
の

　
離
乳
初
期
の
指
導
で
。

も
ぐ
も
ぐ
↓
生
後
七
～
八
ヵ
月
の

　
　
離
乳
中
期
の
指
導
で
。

か
み
か
み
↓
生
後
九
～
十
一
カ
月

　
ゐ
離
乳
後
期
の
指
導
で
そ
れ

　
ぞ
れ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
噸
む
こ
と
は
、
肥
満
や
、
脳
の

発
育
や
成
人
病
、
ボ
ケ
な
ど
に
も

関
係
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
影
響

を
与
え
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
第
一
歩
を
し
っ
か
り
．

教
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

（
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∂
ー

　平成3年4月1日から登記簿の謄本・抄本

の手数料が1通500円から600円に改定され
ます。

　なお、閲覧、印鑑証明など他のものにっい

ては変更ありません。

　詳しくは、最寄りの法務局へお尋ねくださ

いo

　　　　　　　　　　新潟地方法務局

窃めでた（出態）
麻里奈ちゃん　小林英好さんの長女（松

3・2・20
3・2・23
3・2・27

お《や》み（罵亡》

久保田猪作さん　　69歳（天水島）東

丸林　　学さん　　88歳（湯之島）常照

鈴木作次郎さん　　90歳（下蝦池）福田

鈴木　國春さん　　74歳（下蝦池）上根

樋ロ　ギンさん　　88歳（兎口）小林

小野塚キミヨさん　70歳（東川）新や

高沢　義勇さん　　85歳（大荒戸）杉原

※2月1日～28日までの届出分です。
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イ　ロ・・ニホヘ　トチ　リ　メ

　黒先生き（3手まで）

五

四

2
月
号
の
答
え1

図

　詰碁の解答を募集してい

ます。3月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。
2
図

●●

●

四

●●

a
2

●

　
ち
よ
っ
と
変
わ
っ
た
筋
で
す
が
、
黒
1
の
コ
ス
ミ

ツ
ケ
が
正
解
に
な
り
ま
す
。

　
白
2
と
交
換
し
て
か
ら
黒
3
と
オ
サ
え
る
の
が
手

偵
。正
解
者
　
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
　
谷
）

　
　
　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本
）

　
　
　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島
）



広報

’つの
　　　　　　　　　　　N

■99■4月号（Nα182）

、』匂

天気に恵まれ2，000人もの人で賑わった

、．

松之山温泉スキーカーニバル
　　　　　（好評の酒一升早飲みレースより）

わたしをかきました

たかはしゆきさん
（天水島　久保田）

’醸

はりこのおひなさまです

かわいいでしょうおひなさま

さとうゆうやくん
（天水越　伝兵工）

たきざわちさとさん
　（天水越　甚兵工）

ぽくのかお（スチレン版画）

たかはしともひろくん

　（天水越慶や）

▼
2
月
の
で
き
ご
と

1
目
　
ゆ
き
ぐ
に
森
林
紐
合
発
足

　
　
　
議
会
常
任
委
員
会

　
2
日
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会
（
3

　
　
　
日
ま
で
）

　
4
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
5
日
　
水
田
農
業
確
ヴ
対
策
推
進

　
　
　
協
議
会

　
9
H
　
浦
旧
豪
雪
塾
（
H
H
ま
で

　
硲
口
　
祉
会
福
祉
協
議
会

　
1
8
H
　
確
定
巾
告
開
始

19

日
　
選
挙
管
理
委
員
会

24
日
　
各
地
区
ス
キ
ー
大
会

器
日
　
総
代
会
及
び
農
家
組
合
長

26

H
議
会
運
営
委
員
会

即
H
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒

　
　
　
業
式

28
日
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
3
月
の
予
定

2
H
母
．
†
会

4
日
民
生
委
員
会

6
日
　
3
月
定
例
町
議
会
（
会
期

　
　
　
6
H
間
）

14

日
　
町
農
業
改
良
会
義

15

H
　
松
之
山
・
浦
田
中
学
校
卒

　
　
　
業
式

18

H
　
県
塗
高
校
入
学
試
験
目

24

日
　
松
之
山
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ

　
　
　
ル
（
ス
キ
ー
場
）

茄
目
　
各
小
学
校
で
卒
業
式

28
目
　
3
月
臨
時
議
会

31

日
　
松
之
山
診
療
所
落
成
式

広
報
ま
つ
の
や
ま
三
月
号

平
成
三
年
、
．
『
月
十
『
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
智
六
↓
二
三

編
集
／
議
会
事
務
局

▲（世　　　総』
は一帯　　人灯減内数女男日一
　基／／／／ll
　　　ゆ　 の　にひ　　ニ　しり
　月　’・・ ぺ人　 一　’ノしノk／k
　日七 κ八四目
　とン旨ノし一一〇
　ご　
　　　　ム　ム　控OO六六　1鮫一一一一

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
．
一
月
に
人
っ
て
か
ら
時
な
ら
ぬ

人
雪
と
な
り
、
役
場
前
で
三
メ
ー

ト
ル
圧
O
セ
ン
チ
を
記
録
し
ま
し

た
。
小
雨
，
小
雪
と
言
い
過
ぎ
た
せ

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
さ
て
、
．
月
も
終
わ
り
卒
業
シ
ー

ズ
ン
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
安
塚

高
校
松
之
山
分
校
で
は
、
県
内
の

ト
ッ
プ
を
き
っ
て
一
．
月
二
十
七
日

卒
業
式
を
行
い
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
の
道
へ
巣
ヴ
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
別
れ
は
、
羊
い
も
の
で
す
が
、
ま

た
す
ぐ
に
新
し
い
友
達
が
出
来
る

も
の
で
す
。
ふ
る
さ
と
松
之
山
を

忘
れ
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
に
も
H
…
H
と
春
ら
し

さ
が
漂
っ
て
来
ま
す
。
も
う
少
し

ガ
ン
ベ
リ
ま
し
ょ
う
！

⑯

ー
濡
O
ー


